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0. バルトリハリは、 Vakyapadiya第 3巻第7

詳解所謂「〈能成者〉詳解」（Sadhanasamudde8a)

において、パーニニ文法学のkaraka理論におけ

る〈行為＞ (kriya）に相関した〈行為〉を実現す

るものとしてのkaraka( （行為実現者〉、〈行為

参与者〉）、すなわち〈能成者） (sadhana）を論

じている。同詳解は、総計 167詩節からなり、

以下のような構成となっている。

VP3.7.1-44 
VP3.7.45-89 
VP3.7.90-100 
VP3. 7.101-124 
VP3.7.125-128 
VP3.7.129-135 
VP3.7.136--147 
VP3.7.148-155 
VP3.7.156--162 
VP3.7.163-164 
VP3.7.165-167 

〈能成者〉一般論
〈目的） (karman) 
〈手段） (karal)a) 
〈行為主体） (karゆ
く原因〉 (hetu) 
〈受益者） (sarμpradana) 
〈起点） (apadana) 
〈基体） (adhikaral)a) 
〈残余） (se~a) 
〈呼びかけ） (sambodhana) 
〈能成者〉能力論

バルトリハリが VP3.7.45-164を karaka

を表示する名調接辞（vibhakti）すなわち

karakavibhaktiの順序に対応して構成している

のが見て取れるであろう。〈目的〉は、 A2.3.2

karmal).i dvitiyaにより第二格接辞（dvitiya)

の意味であり、〈手段〉と〈行為主体〉は

A2.3.18 kartrkaral).ayos trtiyaにより第三格接辞

(tftiya）の意味である。なおく原因〉はAl.4.55

tatprayojako hetus caにより、使役者である〈行

為主体〉に与えられる術語である。さらに、〈受

益者〉は A2.3.13caturthi sarppradaneにより第

四格接辞（caturthi）の意味、〈起点〉はA2.3.28

apadane pa白camiにより第五格接辞（paficami)

の意味、〈基体〉は、 A2.3.36saptamy adhikaral).e 

caにより第七格接辞（saptami）の意味である。

karakavibhaktiは第二格接辞から第五格接辞、

そして第七格接辞である。〈残余〉は A2.3.50

~~！hI se~e により第六格接辞（~a~！hI）の意味
であり、パーニニがこの規則の「〈残余〉」に

よって意図しているのは〈行為〉とそれを実現

する karakaの関係以外の関係（sambandha）一

般であるlo第一格接辞（prathama）はA2.3.46

pratipadika託haliilgaparimal)avacanamatre pra-

thama, A2.3.47 sambodhane caにより、名調語

幹の意味（pratipadikartha）だけ（matra）、性

だけ、量だけ、数だけが表示されるべきとき、

さらにある語が〈呼びかけ〉において使用さ

れるときに導入される。第一格接辞は原則と

してkarakavibhaktiではない。

筆者はすでに小川［2000］において VP3.7.1-

44の「〈能成者〉一般論」を扱った。本稿が

取り上げるのは、〈目的〉論題の導入部にあた

る十詩節である。バルトリハリは当該部におい

て〈行為〉を実現する karakaとしての〈目的〉

の特質を詳細に検討している。以下にそれら十

詩節を挙げる。

[1. AL4.49に基づく〈目的〉の三種性・他の〈目
的〉術語規則に基づく〈目的〉の四種性］

VP3.7.45: nirvartyarμ ca vikaryarμ ca prapyalfl ceti 

lバルトリハリは、 karakaを七種に区分する。〈行為主
体〉〈目的〉〈手段〉〈受益者〉〈起点〉〈基体〉、そしてく残
余〉である。〈残余〉はkarakaとして意図されないkaraka
として第七番目の karakaである。 VP3.7.45.0及び注24
を見よ。
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tridha matam I 
tatrepsitatamarr karma carturdhanyat tu kalpitam // 

「それら［一般的にkarakaと呼ばれるもの］のう
ち、［〈行為主体〉が自己の〈行為〉を通じて］最も得
ょうと欲するものが〈目的） (karman）と呼ばれる。
［そしてその〈目的〉は］〈実現対象） (nirvartya）、
〈変容対象） (vikarya）、〈到達対象） (prapya）と呼
ばれる三種に区分されると考えられる。一方、他
の［〈目的〉］は四種に区分されると考えられるJ

[2.他の〈目的〉術語規則に基づく〈目的〉四区分］

VP3.7.46: anudaslnyena yat prapyarr yac ca kartur 

anlpsitam/ 

sarrjfi由ttarairanakhyatarr yad yac capy anya-

purvakam II 

「［それら他の〈目的〉術語規則に基づく四種の
〈目的〉のうち、まず第一の〈目的〉はAl.4.50が
規定する］関心を寄せることなく到達されるべき
［〈目的〉］であり、さらに［第二の〈目的〉は同じ
くAl.4.50が規定する］〈行為主体〉が得ょうと
望まない［〈目的〉］であり、［第三の〈目的〉は、
Al.4.51が規定する、「〈目的〉」という術語とは］
異なる［karaka］術語によって言及されない［〈目
的〉］であり、［第四の〈目的〉は、その他の〈目
的〉術語規則によって規定される］他［のkaraka
術語］に先行される［〈目的〉］である」

[3. ＜実現対象） (nirvartya)] 

VP3.7.47: safi vavidyamana va pralq-tiりpariJ.lami-
nl I 
yasya nasrlyate2 tasya nirvartyatvarr pracak明teII 

「それについて変容するものである〈根本因〉
(pralq-ti）が存在していても認められないもの、あ
るいは、それについて変容するものである〈根本
因〉が存在しないが故に認められないもの、その
ようなものをひとびとは〈実現対象〉と呼ぶ」

[4. ＜変容対象） (vikarya）・学術が両対象に別様の
解釈を与えること］

VP3.7.48: pralq-tes tu vivak~ayarr vikaryarr kaiscid 

anyatha/ 

nirvartyarr ca vikaryarr ca karma sastre pradarsi-

tam// 

「一方、〈根本因〉が［変容するものとして］表現
しようと意図される場合には［〈根本因〉は］〈変
容対象〉である。
［ところで］あるもの達は、〈実現対象〉と〈変
容対象〉という〈目的〉を彼らの学術（sastra）に
おいて別様に提示しているj

[5. ＜実現対象〉学術的定義・〈変容対象〉の学術的
定義二様性］

2Rau: nasriyate. Iyerの読みに従う。

VP3.7.49: yad asaj jayate sad va janmana yat pra-

kasyate I 
tan nirvartyarr vikaryarr ca karma dvedha vyava-

sthitam II 

「［すなわち、学術では］非有（asat）にして生ずる
もの、あるいは有（sat）にして生起 Qanman）に
よって顕現せしめられるものが〈実現対象〉［た
る〈目的〉］であり、そして〈変容対象〉たる〈目
的〉は二様に確立される」

[6. ＜変容対象〉学術的定義］

VP3.7.50: pralq-tyucchedasarrbhutarr kirrcit ka-

~！hadibhasmavat I 

kirrcid guJ.1antarotpattya suvarJ.13.divikaravat II 

「［二種の〈変容対象〉のうち］あるものは、薪等
の灰のように、〈根本因〉の断滅から生起し、ま
たあるものは、金塊の変容態のように、別の性質
の獲得から知られるJ

[7. ＜到達対象） (prapya）定義］

VP3. 7 .51: kriyalq-tavise号匂盈が siddhiryatra na 
gamyate I 
darfanad anumanad va tat prapyam iti kathyate II 

「そこに〈行為〉によってもたらされた特性が成
立していることが知覚によっても推理によっても
理解されないものが〈到達対象〉と呼ばれる」

〔8. ＜到達対象〉における〈行為〉所産の特性の存
在を認める見解の提示］

VP3.7.52: vise明labhaりsarvatravidyate dar§anadi-
bhil_i I 

ke弱rrcittadabhivyaktisiddhir d符tivi~adi刊／／

「ある者たちの見解では、知覚等の［〈行為〉］に
よって特性が獲得されることがすべてのものに見
出される。眼に毒を有する［蛇］等の場合には、
［それの見る等の〈行為〉によって対象に］その
［特性］が顕現することが確立されている」

[9. ＜到達対象〉の特性は〈行為〉の所産ではなく
〈行為〉の実現要因］

VP3.7.53: abhasopagamo vyaktiち so~hatvam iti 

karmaJ.lal.i I 
vise号功prapyamaJ.1asyakriyasiddhau vyavasthit劫／／

「〈顕現の獲得） (abhasopagama）、顕示（vyakti）、
適性（so~hatva）という到達される〈目的〉の特
性は〈行為〉の実現をもたらすものであると確立
されるJ

[10. ＜目的〉の自己の〈行為〉に対する〈行為主体〉
性と主要〈行為〉に対する〈目的〉性］

]Rau: kriyakrta vise~iir:zii1?1 ・ Iyer: kriyiigataviSe~iir:ziiTJ1. 
Pradipa (on MBh ad A3.2.l）、 Padama吋ari(on KV ad 
Al.4.49）が言及する当該詩節では kriyakrtavise~ar:zarriで、
ある。 Raghunathaはこの読みを採用している。
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VP3.7.54: nirvrttyadi号u4tat purvam anubhuya sva-

tantratam I 
kartrantarai:iaqi vyapare karma saqipadyate tataりH

「その［〈目的〉］はまず実現行為（nirvrtti）等の
［自己の〈行為〉に対する］自主性を享受して、そ
の後で、［自己以外の］別の［karakaである］〈行
為主体〉の〈目的〉となる」

VP3.7.45-54の上記十詩節においてバルトリ

ハリは、まずパーニニの〈目的〉術語規則に従っ

て〈目的〉を分類し、次に〈目的〉術語規則の

中でも基本規則である Al.4.49からパーニニ文

法家が導き出す〈実現対象〉〈変容対象〉〈到達

対象〉を定義し、さらに〈目的〉のkarakaとし

ての特質を明示している。

以下本稿前半部においてバルトリハリの論点

を明らかにし、後半部においてへーラーラー

ジャ（Helaraja）の注釈Prakasaの翻訳研究をテ

キストと共に提示する。テキストを提示するの

は、へーラーラージャの「〈能成者〉詳解J章

の注釈には欠落があり、それがプッララージャ

(Phullar可a）によって補作されているばかりで

なく、注釈刊本のテキストには種々の問題があ

り、訂正テキストの提示が内容の理解に不可欠

と考えたからである。

1. ＜目的〉分類

バルトリハリが〈目的〉の分類と問題とする

個別的〈目的〉の特質をめぐる議論において考

慮しているパーニニの文法規則は以下の規則で

ある。

Al.4.38 krudhadruhor upasaqis符！ayoJ:ikarma II 

「動調語根krudh（「立腹する」）、 druh（「悪意を抱
く」）がupasarga（動詞接辞）と結びつくとき、怒
りがむけられる［karaka］は〈目的〉と呼ばれる」

A 1.4.43 divaJ:i karma ca// 

「動詞語根div（「賭事をする」）が表示する賭〈行
為〉の［最有効因karakaは］〈目的〉とも呼ばれる」

A 1.4.49 kartur lpsitatamaqi karma// 

「〈行為主体〉が［自己の〈行為〉を通じて］最も
得ょうと欲する［karaka］は〈目的） (karman）と
呼ばれる」

A 1.4.50 tathayuktaqi canlpsitam // 

~Iyer, Rau は、 nirvar，か·adi~u の読みを採用するが、 Rauが
与える異読nirvrttyadi~u が採用されるべきである。 Raghu­
natha もまた nirvrtηadi~u の読みを採る。

「それと同様に［すなわち、 Al.4.49によってく目
的〉と呼ばれるものと同様に〈行為〉と］結びつ
いている、［〈行為主体〉が］得ょうと欲するもの
ではない［karaka］あるいは中立的な［karaka］は
〈目的〉と呼ばれる」 5

A 1.4.51 akathitaqi ca// 

「［他のkaraka術語を］与えられない［karaka］は
〈目的〉と呼ばれるJ

1.1. ＜行為主体〉が〈行為〉を通じて最も得ょ

うと欲する〈目的〉

バルトリハリは、 VP3.7.45においてはこれら

の規則のうち最も一般的な〈目的〉術語規則で

ある Al.4.49に規定される〈目的〉を〈実現対

象） (nirvartya）・〈変容対象） (vikarya）・〈到達

対象） (prapya）の三種に区分している。次の文

を見よ。

[I] ghafarri karoti （「彼は瓶を作っている」）
[2] sabdarri karoti （「彼は音戸を発している」）
[3] sarriyogarri karoti （「彼は結びつけている」）
[4] mrdarri ghafarri karoti （「彼は粘土を瓶にして
いる」）
[5] kiWin kafarri karoti （「彼はカーシャ草をマツ
トにしている」）

[6］伺giiriinbhasma karoti （「それは炭を灰にして
いる」）
[7] kii~.thiini bhasma karoti （「それは薪を灰にして
いる」）
[8] suvan:i.arri kurujalarri karoti （「彼は金を耳輪に
している」）
[9] vedam adhfte （「彼はヴェータ浬典を学習して
いる」）

[ 10] iidiηarri pasyati （「彼は太陽を見ている」）
[ 11] nagaram upasa中ati（「彼は町に近づいてい
る」）

[ 12] griimarri gacchati （「彼は村に行く」）
[13] miitararμ smarati （「彼は母親を思い出してい
る」）

後ほど明らかにするように、何をもって〈実

現対象〉とし、何をもって〈変容対象〉とするか

に関しては、表現意図（vivak~a）や因果観とい

うものが重要な決定要素となる。さしあたり、

次のように言っておこう。

5Al.4.50 の anfpsita の否定辞 anーは排除否定
(paryudiisa）である。よって得ょうと欲するもの以
外のものがその否定複合語によって指示される。得ょう
と欲するもの以外のものには、得ょうと欲するものの反
対遠ざけようと欲するもの（嫌悪対象）とそのいずれで
もない中立的なものとが含まれる。
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[1］における瓶（ghata）、［2］における音声（Sa-

bda）、［3］における結合（sarμyoga）は、〈実現

対象〉である。また、［4］における粘土（mrd）、

[5］におけるカーシャ草（kafa）、［6］における炭

（姐gara）、［7］における薪（k両tha）、［8］における

金塊（suvarQa）は〈変容対象〉である。そして

[9］におけるヴェーダ聖典（veda）、［10］におけ

る太陽（aditya）、［11］における町（nagara）、［12]

における村（grama）、［13］における母親（matr)

は〈到達対象〉である。

1.2.その他の〈目的〉

VP3.7.46は、 Al.4.49以外の〈目的〉術語規

則が提供する〈目的〉が四分類されることを述

べている。次の文を見よ。

[14] grlimaY(t gacchan vrk~amiilliny upasarpati （「彼
は村に行く際に木の根に近づく」）

[15] vi~am bha~ayati （「彼は毒を食らうJ)
[16] caurlin pasyati （「彼は泥棒を見る」）
[ 17] odanaY(t bhak~ayati （「彼は粥を食べている」）

まず「関心を寄せることなく到達される

べき〈目的〉」とは、［14］における木の根

( vrk~amula）である。［11］が示すようにその木

の根はAl.4.49が規定する〈目的〉の〈到達対

象〉としての〈目的〉であり得る。当然次の文

が成立する。

[ 18] vrk~amiilliny upasarpati （「彼は木の根に近づ
く」）

しかし［14］におけるそれは、〈到達対象〉で

はあっても、志向対象（uddesya）でも嫌悪対象

(dve~ya）でもない中立的なもの（upek~ya）で

ある。木の根にはたまたま接近するのである。

このような〈到達対象〉はAl.4.50の適用領域

である。

「〈行為主体〉が得ょうと望まない〈目的〉」も

また同じく Al.4.50の適用領域であり、［15］の

毒（vi明）、 [16］における泥棒（caura）がそれに

あたる。毒や泥棒はまさしく嫌悪対象である。

[17］における粥（odana）がまさしく〈行為主

体〉が得ょうと望む〈目的〉であるのと対照的

である。

「〈目的〉という術語とは異なる karaka術語

によって言及されない〈目的〉」とはAl.4.51の

適用対象である。

[ 19] gliYft dogdhi payaJ:i （彼は牛の乳を搾る）

この文における牛（go）がそれにあたる。動詞

語根duhが意味する搾乳とは、牛から乳（payas)

を流出させること（k~arai:ia）である。乳の流出

に対して牛は〈起点） (apadana）と呼ばれ得る。

しかしそのことを考慮することなく、牛が単に

搾乳に参与するものとして意図されるときに

当該規則Al.4.51によって牛は〈目的〉と呼ば

れる。

第四の「他の karaka術語に先行される〈目

的〉」とは、［20][21］におけるデーヴァダッタ

(devadatta）、［22］におけるさいころ（ak~a）で

ある。

[20] devadattam abhikrudhyati （「彼はデーヴァダッ
タに腹を立てるJ)
ロ1]devadattam abhidruhyati （「彼はデーヴァタ’ッ
タに悪意を抱く」）

[22] ak~lin dfvyati （「彼はさいころで賭け事をする」）

デーヴァダッタはAl.4.38によって、さいこ

ろはAl.4.43によって〈目的〉と呼ばれる。さ

て、 Al.4.38は先行する以下の規則の例外規則

(apavada）である。

Al.4.37 krudhadruher~yasuyarthanaf!1 yaf!1 prati 
kopaり／／

「動調語根krudh（「腹を立てる」）、 druh（「悪意を
抱く」）、 fr~y （「妬む」）、 asiiya(asii + yaK, A3.1.27) 
（「けなす」）の意味を有する動詞語根が使用され
るとき、怒り（kopa）が向けられる対象［である
karaka］は、〈受益者） (saf!1pradana）と呼ばれる」

[20][21］が表現する事態においてデーヴァダ

ッタはこの規則の適用条件を満たしている。す

なわち、この規則によって〈受益者〉と呼ばれ

る。 Al.4.38はこの規則に対する例外規則とし

て、〈受益者〉という術語適用の排除の上に自

己の適用機会を得る。

Al.4.43は賭〈行為〉の最有効因karakaは、

先行の A1.4.42 sadhakatamarμ karai:iamによっ

て〈手段） (karai:ia）と呼ばれるばかりでなく、

〈目的〉とも呼ばれることを規定している。
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2. ＜実現対象〉〈変容対象〉とは何か

2.1. ＜実現対象〉〈変容対象〉一一般的常識的理

解 バルトリハリは〈実現対象〉〈変容対象〉

に関して、学術（臼stra）と世間の日常的言語活

動（Ioka）の両視点からそれらの特質を探る。ま

ず、バルトリハリは、日常的な言語活動のレベル

での世間の一般人の視点から〈実現対象〉、〈変

容対象〉を説明する。このことはVP3.7.48に

両者に関して学術においては別様の定義が与え

られると述べていることから明らかである60

2.1.1. ＜実現対象〉

VP3.7.47においてバルトリハリは以下の二つ

の場合に分けてく実現対象〉を考える。

A.変容する（pariQamin)＜根本因） (pralqti) 

が存在する場合

瓶は粘土を〈根本因〉すなわち質量因

(upadanakaraQa）とする。瓶には粘土という

〈根本因〉が存在するにも関わらず、その〈根

本因〉が「認められない」（n誕百yate）すなわ

ち「表現しようと意図されない」（avivak~a）と

き、［1］のように表現される。この場合、瓶は

〈実現対象〉とみなされる。

B.変容する（pariQamin)＜根本因） (pralqti) 

が存在しない場合

[2］における音声（臼bda）、［3］における結合

(sarμyoga）は〈根本因〉をもたない。〈根本因〉

が存在しないとき、それを表現しようと意図す

ることはできない。［2][3］においてこのような

音声、結合を〈実現対象〉と見なすことに困難

はない。

2.1.2. ＜変容対象〉

VP3.7.48においてバルトリハリは上記Aの

場合に〈変容対象〉を定立する。

[4］一［8］はそれぞれ粘土、カーシャ草、炭、薪、

金塊といった〈根本因〉を変容するものとして

Gへーラーラージャによれば、世間と学術の対立は「世
間の常識」（Iokapratlti）と「理論家の見解」（tirthikamata)
の対立である。 VP3.7.49.5を見よ。

表現しようと意図している。この場合、粘土等

の〈根本因〉は〈変容対象〉である。

[4］と以下の［23］あるいは［24］を比較しよう。

[23] mrda g加farμkaroti （「彼は粘土によって瓶を
作っている」）

[24] mrdo ghafarμ karoti （「彼は粘土に関係する瓶
作成をおこなっている」）

[23][24］は〈根本因〉を変容するものとして

表現しようと意図する表現とはみなされない。

[23］においては〈根本因〉である粘土は〈手

段〉として、［24］においては粘土は瓶を実現す

る〈行為〉に単に参与するものとして表現され

ている。［23］の場合には Al.4.42により粘土は

〈手段〉と呼ばれ、［24］においては関係一般を

表示する第六格接辞がmrdの後に導入されて

いる（A2.2.50)7。これらのことが示唆するの

は、〈根本因〉を変容するものとして表現しよ

うと意図するとは、〈根本因〉をその結果であ

る変容態（vikara）と不異なるもの（abheda）と

して表現しようと意図することであるというこ

とである。

なお、へーラーラージャによれば、［4]-[8］に

おいては、〈根本因〉である粘土等は直接的な

〈変容対象〉であり、その変容態としての瓶等

は、その〈根本因〉との不異性に基づいて間接

的に〈変容対象〉とみなされる80

2.2. ＜実現対象〉〈変容対象〉一学術的理解

バルトリハリが学術的視点から〈実現対象〉

〈変容対象〉を考察するとき、因中有果論と因

中無果論という因果論の視点を導入しているこ

とは明らかである。 VP3.7.49はそのことを端

的に示している。「有なるものが生ずる」（saj

jayate）、すなわち「有なるものが生起によって

顕現せしめられる」という見解はまさしく因中

有果論（satkaryavada）のものであり、一方、「非

有なるものが生ずる」（asajjayate）という見解

は因中無果論（asatkaryavada）のものである。

7 mrda(iの第六格接辞が表示する関係を〈根本因〉と変
容態の関係（prakrtivikarabhava）と解すれば、［28］は「彼
は粘土の変容態である瓶を作っているJという意味とな
る。注41を見よ O
8VP3. 7 .50.2を見よ。
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へーラーラージャによれば、因中有果論におけ

る「生起」 {janman）とは、顕現（prakasana）に

他ならない90

2ム1. ＜実現対象〉

〈実現対象〉は因果論の文脈では当然結果

(karya）である。したがって、〈実現対象〉は因

中無果論の場合以下のC、因中有果論の場合D

にあたる。

c.非有にして生ずるもの
D.有にして生起（顕現）によって顕現せし

められるもの

ヘーラーラージャによれば、 Cは一般的常識

的理解に基づく〈実現対象） Bに同じである100 

Cと違ってDは以下の（25][26］の事例を説明す

ることができる。

[25] putrarμ prasute （「彼女は息子を生む」）
[26］血bdarμprayurikte （「彼は言葉を使用する」）

出産の場合、子供はすでに子宮内にあってそ

れが分娩によって顕現せしめられ、言葉の使用

の場合には、意図されている言葉、すなわち心

的に把持され心中にすでにある言葉が使用に

よって顕現せしめられるll0 

ところでDに関し、バルトリハリは単に「有

にして顕現せしめられる」とは言わず「有にし

て生起によって顕現せしめられる」と述べてい

る。へーラーラージャによれば、この「生起」

の言及には二つの意図がある。第ーには、〈根

本因〉とその結果との因果関係が前提されると

いうことであり、結果的に［4］一［8］のように〈根

本因〉がその結果と不異なるものとして表現し

ようと意図される場合に、〈根本因〉が〈変容対

象〉であることが示唆される。この場合、〈根

本因〉は〈変容対象〉、その結果は〈実現対象〉

ということになる。一般的常識的理解で両者を

考えた場合、〈根本因〉とその結果のいずれも

がく変容対象〉とみさなれるのと対照をなす。

リVP3.7.49.4を見よ。
10VP3.7.49.3を見よ。
11VP3.7.49.4を見よ。

第二には、有にして顕現せしめられる事例の

中に顕現が生起を契機としない場合があるとい

うことである。［9］におけるヴェーダ聖典は永

遠なるもの（nitya）であり、学習（adhyayana)

によって顕現せしめられるものである。それは

〈実現対象〉とも〈変容対象〉ともみなされない。

かくして、 Dはあるものに〈根本因〉が存在

し、その〈根本因〉が表現しようと意図される

場合、その場合に限り、そのものは〈実現対象〉

とみなされるということを示唆する。 Aの場合

の〈実現対象〉、〈変容対象〉との定立の違いは

明らかである120

2.2ム〈変容対象〉

バルトリハリは、 VP3.7.50において学術にお

いて定立される〈変容対象〉が次の二種である

ことを述べている。

E. （根本因〉を断滅して生起する変容態

F. ＜根本因〉の〈性質〉とは異なるく性質〉

が生起している〈根本因〉に他ならない変容

態（〈根本因〉の変形としての変容態）

E、Fはそれぞれ、〈根本因〉の相が完全に失

われる場合、換言すれば〈根本因〉が自己の本

質（sva而pa）を放棄する場合と〈根本因〉の相

が完全には失われない場合、すなわち自己の本

質を放棄しない場合に対応する。［6］における

炭を〈根本因〉とする灰（bhasman）という変

容態、［7］における薪を〈根本因〉とする灰と

いう変容態はEの変容態としての〈変容対象〉

であり、［8］における金塊を〈根本因〉とする

耳輪（ku9<;Jala）、さらには［4］等における粘土

を〈根本因〉とする瓶等はFの変容態としての

〈変容対象〉である。

一般的常識的理解に従えば、〈根本因〉が変

容態と不異なるものとして表現しようと意図さ

れない場合、変容態は〈実現対象〉となり、一

方、〈根本因〉が変容態と不異なるものとして

表現しようと意図される場合、〈根本因〉も変

容態も〈変容対象〉となる。これに対して、当

該の〈変容対象〉観では、〈根本因〉が変容態

12これらの論点については VP3.7.49.5を見よ。
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と不異なるものとして表現しようと意図されな

い場合でも、変容態は〈変容対象〉である。す

なわち、 [1］における瓶も〈変容対象〉とみな

される。

ところでへーラーラージャによれば、以下の

[27)-[29］のように〈根本因〉だけが言及される

場合がある。

[27] kii~fhani dahati （「それは薪を燃やす」）
[28] kii!l<Jiini luniiti （「彼は枝を切り落とす」）
[29] carma karoti （「彼は革製品を作っている」）

この場合には合意される変容態との不異性に

基づ、いて、〈根本因〉は〈変容対象〉とみなされ

る。［27）における薪も、［28）における枝（kai:ic;ta)

も（枝を折って矢を作る場合）、［29）における

皮（c訂man）も間接的な〈変容対象〉である。

以下の文を見よ。

[30] suvar!la1J1 ku!l<j,ale bhavatafl （「金塊が左右の耳
輸になる」）

当該の〈変容対象〉観では、〈根本因〉が〈変

容対象〉とみなされるのは［30］の bhavata~ と
いう双数形が変容態を〈行為主体〉とすること

の結果であることから明らかなように、変容態

を通じてであるI¥

なおFの変容態は、一般的常識的理解に基づ

く〈変容対象〉観からも〈変容対象〉とみなすこ

とができる。その場合には変容態は〈根本因〉

との不異性に基づく間接的な〈変容対象〉であ

るI¥

3. ＜到達対象〉とは何か

[9］におけるヴェーダ聖典、［10）における太陽

(aditya）、［11］における町（nagara）、［12）にお

ける村（grama）、［13）における母親（matr）が

〈到達対象〉とみなされることはすでに述べた。

〈到達対象〉とは何か。 VP3.7.51によれば次

のように定義される。

13注53を参照せよ。
I~上記より、変容を意味する vi-krに「変容を加える」と
いう意味と「変容を通じであるものを実現する」という
意味の二重の意味があることが理解される。

「〈行為〉によってもたらされた特性（kriyalqta-
vise~a）の存在が知覚によっても推理によっても
理解されない〈目的〉が〈到達対象〉である」

それでは、「〈行為〉によってもたらされた特

性」とは何か。

3.1.特性

へーラーラージャによれば、［1］における〈実

現対象〉としての瓶、［4］における〈変容対象〉

としての粘土、［18）における〈到達対象〉とし

ての太陽に関してそれぞれ次のような表現が成

立するI¥

[31] ghafo nirvartate （「瓶が実現しつつある」）
[32] mrd vikurute （「粘土が変容しつつある」）
[33] iidiηa iibhiisam upaiti （「太陽が顕現（abhasa)
をf尋ている」）

[34] iidityゆprakii§ate（「太陽が顕現している」）
[35] iidiηo vi~ayabhiivam iipadyate （「太陽が対象
性を得ている」）

これらの表現は、瓶が実現（nirvrtti）という〈行

為〉、粘土が変容（vikriya）という〈行為〉、太陽が

顕現の獲得（abhasapatti, abhasopagama）、顕現

(prakafa）、対象性の獲得（vi号ayabhavopagama)

という〈行為〉の担い手であることを示してい

る。 karaka理論では、これらの〈行為〉は〈目

的〉としての瓶等に固有なそれら自身の〈行為〉

〈ノ、タラキ） (svavyapara）である16。そして、バ

ルトリハリが〈目的〉に存在する特性として意

図しているものこそは、まさしくこれらの〈目

的〉に存するそれ自身の〈行為〉の結果として

の実現、変容、顕現（abhasa,prakasa）あるい

は対象性（vi~ayabhava）に他ならない。こうし

て〈実現対象〉における特性とは実現であり、

〈変容対象〉における特性とは変容であり、〈到

達対象〉における特性とは顕現あるいは対象性

である。

3.2.特性の付与と特性による〈行為〉の実現

これらの特性のうち、あるものは「〈行為〉に

よってもたらされたもの」（kriyakfta）であり、

l月VP3.7.54.2を見よ。
l品VP3.7.54.2を見よ。
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また他のあるものはそうではない。ここにバル

トリハリは〈到達対象〉定立の根拠を見出す。

[1］、［4］、［10］の事態に関して次のようなパラ

フレーズが可能である。

[36] ghafa'!l nirvartayati （「彼は瓶をして実現せし
めている」）

[37] mrda1'(1 vikiirayati （「彼は粘土をして変容せし
めている」）

[38] iidiηam iibhiisam upiiyayati （「彼は太陽をして
顕現（abhiisa）を得さしめている」）

[39] iidiηa1'(1 prakiisayati （「彼は太陽をして顕現せ
しめているJ)

[40] iidiηαm vi~ayabhavam iipiidayati （「彼は太陽
をして対象性を得さしめている」） 17 

[1］、［4］、［10］の事態にはまさにこのような使

役構造があるのである。この使役構造において

は、すでに〈行為〉が起こっているものが使役

される180 [ 1］の場合は、実現しつつある瓶が

使役され、［4］の場合は、変容しつつある粘土

が使役され、［10］の場合には顕現している太陽

が使役される。そしてここで注意しなければな

らないのは、 [1］の場合には、実現しつつある

瓶を使役することによって瓶に実現がもたらさ

れる、［4］の場合には、変容しつつある粘土を

使役することによって粘土に変容がもたらされ

ると言うことができるのに対して、［10］の場合

には、顕現している太陽を使役することによっ

て太陽に顕現がもたらされると言うことはでき

ないことである190 このことがバルトリハリが

VP3.7.51において〈実現対象〉と〈変容対象〉

17以下の規則は使役文において（31］一（35］の〈行為主体〉
が〈目的〉と呼ばれることを規定している。 Al.4.52gati-
buddhipratyavasanarthasabdakarmakarmak拘置mai:ii karta sa 

i:iau （「進行（gati)、知（buddhi）、飲食（pratyavasana）を
意味する動調語根、音声を〈目的〉とする動詞語根、〈目
的〉をもたない動詞語根の~iC （使役接辞）を後続しな
い場合の〈行為主体〉は、それらが~iC を後続する場合、
〈目的〉と呼ばれる」）
18VP3.7. I 26: dravyamlitrasya tu prai~e prcchyiider loc:I vト
dhiyate I sakriyasya prayogas tu yada sa vi~ayo i:iicaりII（「し
かしながら、単なる＜実体＞に対する＜促進＞が表示さ
るべきとき、 pracch（「尋ねる」）などの［動詞語根］の
後に， LOT（命令法動詞接辞）が導入される．一方，＜
行為＞を有するものが使役されるとき，その［使役］は
~iC の対象である」）「使役」とは被使役者をして被使役
者の〈行為〉遂行を休止させないことである。
lリバルトリハリによれば、顕現や光照は部分化されな
い。すなわちそれは連続的に生起する部分的〈行為〉の
構成体ではない。 VP2.93d:nirbhiigasya prakasasya I 

に存する特性を想定してそれを「〈行為〉によっ

てもたらされた特性」（kriyalqtavi向a）と呼び、

また VP3.7.53において〈顕現の獲得〉すなわ

ち獲得される顕現、その他の〈到達対象〉に特

有な特性を〈行為〉の実現の因とする理由であ

る。顕現している太陽を使役することにおいて

成り立つ知覚〈行為〉の結果はその太陽の知覚

知である。

ところで、［10］や［13］の場合のように知覚や

想起といった認識〈行為〉に対するその〈目的〉

を〈到達対象〉とする場合、認識〈行為〉に対

する〈目的〉に顕現あるいは対象性が存在する

ことは容易に説明がっししかしながら、同じ

く〈到達対象〉に分類される［11］における町

や［12］における村という〈目的〉に関して顕

現あるいは対象性はどのように説明されるので

あろうか。へーラーラージャによれば、［12］に

おける村は、進行〈行為〉の〈行為主体〉がそ

こに到達しようと意欲するその意欲の対象であ

り（samThavi~ay百qta）、その意欲知に顕現する

もの（avabhasamana）である200進行〈行為〉の

〈目的〉の場合、その〈到達対象〉としての〈目

的〉に存する顕現あるいは対象性の結果は、進

行〈行為〉の実現、すなわち、村への到着ある

いは村と進行者の結合（sarpyoga）である。こ

の結合は進行〈行為〉に対して「それによって

もたらされたもの」である。

バルトリハリによれば、〈目的〉には〈行為〉

と関係する特性が存在し、〈実現対象〉と〈変

容対象〉の場合にはその特性は〈行為〉によっ

てもたらされるものであり、〈到達対象〉の場

合には特性は〈行為〉を実現する要因である。

へーラーラージャのように、村と進行者の結

合を進行〈行為〉によってもたらされた村という

〈到達対象〉に存する特性とみなすことは可能で

ある210ヘーラーラージャが「〈行為〉によって

もたらされた特性」を〈到達対象〉にも求めた結

果である。しかしバルトリハリの VP3.7.53は

〈到達対象〉の特性を〈顕現の獲得〉等の三者

に限定していることを軽視してはならないであ

20VP3.7.53.3を見よ。
21 VP3.7.5 l.5を見よ。
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ろう。明確にバルトリハリは〈到達対象〉の特

性を〈実現対象〉と〈変容対象〉の特性と区別

している。

3ふく到達対象〉の諸特性

VP3.7.53は、〈到達対象〉の特性を三つ挙げ

る。（ 1 ）すでに述べた〈顕現の獲得〉すなわち

獲得される顕現、（2 ）その顕現を可能にする

顕示（vyakti）、（3) ＜目的〉として〈行為〉を実

現する可能性あるいは適性（soc;Ihatva）である。

知覚〈行為〉に即して言えば、（ 1 ）は、知覚対

象の知覚可能な場の獲得（yogyadesapatti）、す

なわち、知覚対象が知覚可能領域にあることで

あり、（2 ）は、知覚対象が障害物によってその

顕現を阻害されていないことであり、（ 3）は

端的に知覚可能性を意味する。すでに述べたよ

うに、これらの〈到達対象〉の特性はそれが関

与する〈行為〉を実現するものである220

[10］に関してこれらの特性を考えてみよう。

太陽の知覚を成立せしめるためには、まずもっ

て太陽は知覚可能性をもっているものでなけ

ればならない。さらに雲に太陽が隠れていては

太陽を見ることはできない。そして決定的に重

要なのは、太陽は知覚の対象とならない限り、

太陽の知覚を成立せしめることができないとい

うことである。この知の対象となるということ

(vi号ayabhava）が顕現を獲得するということな

のである2＼バルトリハリによれば、知に太陽

が顕現することによってはじめて太陽が見られ

るということが成立する。〈到達対象〉と他の

二種の対象を比較した場合、〈到達対象〉は現

存するものであるのに対して、〈実現対象〉と

〈変容対象〉の場合の変容態は〈行為〉の実現

過程において現存しない。この違いが〈到達対

象〉の特性を他の対象の特性から分ける根拠で

ある。そもそも現存しないものに「到達する」

ことはできない。

3.4.特性の確定

バルトリハリは、 VP3.7.51においてく到達対

象〉においては〈行為〉によってもたらされた

22VP3.7.53.2を見よ。
2］注62を見よ。

司
U

特性の存在は知覚によっても推理によっても理

解されないと述べた。〈到達対象〉には特性が

存在する。そのうち〈顕現の獲得〉、顕現、〈適

性〉という特性は〈行為〉によってもたらされ

る特性ではなく、〈到達対象〉を〈行為〉の〈能

成者〉たらしめる要素である。これら以外に、

特性として〈行為〉によってもたらされる特性

が〈到達対象〉に存在するとしても、それらは

知覚によっても推理によっても確定されない。

これが要点である。

しかしバルトリハリは続く VP3.7.52におい

て「ある者たちの見解」として〈到達対象〉に

存在する〈行為〉によってもたらされた特性の

存在が確定可能であるという説を提示する。こ

の見解に従えば、〈到達対象〉という〈目的〉の

範鴎を〈実現対象〉ゃく変容対象〉と別個に定

立する必要はない。

当該詩節においてバルトリハリは以下のよう

な推理の成立を意図していると考えられる。

［主張］人の視覚作用は見る対象に特性を付与する。
［理由］視覚作用であるから。
［轍例］眼に毒を有する蛇の視覚作用のように。

へーラーラージャは、 VP3.7.52は、バルト

リハリ自身が認める見解でないとして、その

注釈において提示された見解に対する批判を

展開している240興味深いのは、へーラーラー

ジャがVP3.7.52の背景に知覚の〈到達作用説〉

(prapyakaritva）を想定している点である2＼こ

の説では知覚器官は対象に到達して（prapya)

何らかのものを対象に関して実現する（karin)

と考えなければならないであろう。ここで注目

すべきはバルトリハリの VPl.82に対する Vftti

である。

「真っ暗閣の中に立っているこの人は、この世界
では、光に補助されてはじめて、壷などの対象を

HVP3.7.52.4を見よ。
2月VP3.7.52.2を見よ。そこにおけるへーラーラージャ
の所説から次のような推理式を定式化できる。

［主張］火元素からなる視覚器官はそれと結びついた対
象に変容を加える。
［理由］対象に到達して作用するものであるから。
［轍例］限に毒を有する蛇の限のように。
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認識する。この場合、眼は対象に到達してはじめ

て作用をなすとは考えない者たちにとっては、対

象は、一般に、光によって補助されている［と考

えられる］。しかし、［眼は］対象に到達して作用

をなすとするならば、眼光線の補助が、眼と同種

類の光照によってなされる」（赤松［1998: 146]) 
26 

対象の光による補助とは〈到達対象〉の三特

性を挙げる VP3.7.53においてバルトリハリが

「顕示」（vyakti) という語によって意図してい

るものに相当する。このことは VP3.7.51にお

いてはバルトリハリが非〈到達作用説〉の見地

から〈到達対象〉を規定し、続く VP3.7.52で

は〈到達作用説〉の見地を視野に入れて〈到達

対象〉の議論を展開していることを示している

であろう。〈到達対象〉のもつ特性として〈顕

現の獲得〉を挙げるバルトリハリの認識論が明

らかに表象主義的認識論である点にも留意さる

べきである。

4. ＜目的〉の〈行為主体〉性と karaka性

karakaはすべて主要〈行為〉に相関して従属

的な自己の〈行為〉を実現することを通じて、主

要〈行為〉を実現する。 karakaは自己の〈行為〉

に対して〈行為主体〉であり、主要〈行為〉に

対して、それぞれの役割に応じて個別的な〈目

的〉といった karakaとなる。これは karaka理

論の基本であり、そのことはすでに VP3.7.20-

23において指摘されている270 バルトリハリが

VP3.7.54において意図していることは、〈目的〉

と呼ばれる karakaに固有な主要〈行為〉に相関

した従属的な〈行為〉とは何かということであ

る。すでに述べたように、〈実現対象〉に固有

な〈行為〉とは、実現〈行為〉であり、〈変容

対象〉に固有な〈行為〉とは変容〈行為〉であ

り、〈到達対象〉に固有な〈行為〉とは顕現〈行

為〉である280 

26Vrtti on VPl .82: ihiilokiinugrhitarp ghatiidivi符yarp
santamase’vasthito’yarp pratipadyate I tatra ye弱m
apriipyakiiri cak~us te弱miilokenavi号ay功pray巴ゆmgrhyate
I priipyakiiritve tu cak手u~as tulyajiitiyena t巴jasii
nayanarasmyanugrahaりkriyateII 
27注72、さらに小川［2000:552-553］を見よ。
28§3.1を見よ。

VP3. 7 .45-54注釈和訳研究

＊へーラーラージャの注釈Prakiisaには部分的に欠落があ

り、プッララージャがその欠落を埋める形で補作してい

る。区別が必要と思われる部分では特記している。特記

されていない部分はへーラーラージャによる注釈である。

定本としたのはIyer[1963］である。

VP3.7.45 

[VP3. 7.45 .O(Phullaraja)] kannadibhedena sapta-

bhedabhinnaf!l ta.vat karakam uddi~！am I atha 

tad am』krameJ].akarma ta.vat sa白khyabhedapradarsana-

pfirvakaf!l vyakhy五tumaha/ 

[Phullaraja] ［先行詩節において］まず、〈目的〉等

に区分されることに基づき相互に区分される七種の

karakaに言及された29。さて今から、その［karaka

の一定の］配列順序に従い、先ず〈目的〉について

［それの種類の］数的区分を先に明示してから［そ

の後でそれらの特質を］説明するために、［バルト

リハリは次の詩節を］述べる。

VP3.7.45: nirvartyaf!l ca vikaryaf!l ca prapyaf!l ceti 

tridha matam I 

tatrepsitatamaf!1 karma carturdhanyat tu kalpitam II 

「それら［一般的にk亙rakaと呼ばれるもの］のう

ち、［〈行為主体〉が自己の〈行為〉を通じて］最も得

ょうと欲するものが〈目的＞ (k紅man）と呼ばれる。

［そしてその〈目的〉は］〈実現対象） (nirvartya）、

〈変容対象） (vikarya）、〈到達対象） (prapya）と呼

ばれる三種に区分されると考えられる。一方、他

の［〈目的〉］は四種に区分されると考えられる」

[VP3.7.45.l(Phullaraja)] karakavise~anirdefas ca 

vibhaktyanukramanusareJ].eha pradarsita与Isfitre号utu 
viprati号edhaparibha~am anurudhyapadanadikrameJ].o・

ktam I tatra vibhaktaya!J svaujasamady劫／

ところで、特定karakaについての教示は、本書で

はvibhakti（名調接辞）の配列順序に従って明示され

ている。しかし、規則集［A計五dhyayi］においては、

Al .4.2 viprati号edheparaf!l karyamという解釈規則に

従ってく起点） (apadana) ［（受益者） (saf!lpradana)] 

29VP3.7.44: siimiinyarp kiirakarp tasya saptiidyii bheda-
yonayaりI~at karmiikhyiidibhedena se号abhedas伽 saptamiII 
（「［〈行為〉を実現するものは］一般的に‘karaka’と呼ば
れる。それには主要な七種の差別化を生み出す因（bhe-
dayoni）がある。［その差別化の因は］『目的』（‘karmanす
などの呼称の区別に応じて六種あり、第七番目の［因］は、
『残余』（三巴切っという個別［的な呼称］である」）「七種の
karaka」とは、〈行為主体〉〈目的〉〈手段〉〈受益者〉〈起
点〉〈基体〉、そして〈残余〉すなわち〈無意図） (avivak~ii) 
である。詳細は小川［2000:582-583; note 75］を見よ。こ
こではプッララージャは〈行為主体〉の下位分類として
の〈原因〉を考慮していない。
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等の順で［karakaが］言及されている300その場合、

vibhaktiはsU、au、Jas、am等である310

[VP3. 7.45.2(Phullar可a)] karakam abhihitam ana-
bhihitaJ:!l ca bhavati I tatra prathamabhihitakaraka-

vibhaktiり pratipadikarthamatra eva vidhlyate I 
dvitiyadayas ca sarva anabhihite karakavibhaktaya 

ity ekaprakramatvad dvitiyadyarthanusarei:iaivopa白

kramate/ 

karakaには、［文を構成する他の項目によって］す

でに表示されている［karaka］といまだ表示されて

いない［karaka］とがある。そのうち、［他の項目に

よって］すでに表示されている karakaを表示する

vibhaktiが第一格接辞（prathama）であり、ただ単

に名詞語幹の意味だけが表示さるべきときにそれは

導入されるD

［他の項目によって］いまだ表示されていない

[karaka］が表示されるべきときに［導入される］

karakaを表示する vibhaktiが第二格接辞（dvitiya)

を初めとするすべての vibhaktiである320 

したがって、一定の対称性を守るために、まさに

第二格接辞等の意味に随順して［個々の karakaの

説明をここに］始める。

[VP3.7.45.3(Phullar司a)]dvitiyadyarthas ca karma-
diりI yad uktam karmai:ii dvi江戸 ityadi33 I at功
kaロnai:iaevadau vyakhyavasaraprapta I 

そして、第二格接辞等の意味は〈目的〉等であ

る。そのことは［パーニニによって］ A2.3.2 karmai:ii 

dvifiya （「〈目的〉が表示さるべきとき第二格接辞が

導入される」）等と述べられている。このような理

30個別的kiirakaの術語を規定する諸規則は、支配規則
Al.4.1 ii kac;liiriid ekii saqij踊の支配下にあり、この規則に
よって所与のものに二つの術語が適用可能な場合には一
つの術語（ekasaqij筒）が適用される。その術語選択の基
準が二つの規則が適用可能なときに後続規則が優先適用
されることを規定するこの解釈規則である。
例を挙げよう。 d加nu手asarair vidhyati ( r彼は弓によっ
て矢で［標的を］射抜く」）においては弓（dhanus）は矢
の発出に対して〈起点〉であると同時に射抜という〈行
為〉に対しては最有効因であるから、 Al.4.24 dhruvam 
apiiye’piidiinamにより〈起点） (apiidiina）という術語を
得ると同時に Al.4.42siidhakatamaqi karai:iamにより〈手
段） (karai:ia）という術語を得る。当該解釈規則は、後続
規則である Al.4.42の適用を求める。したがってこの場
合弓は〈手段〉とのみ呼ばれ、 dhanusの後には A2.3.18
kartrkarai:iayos trtlyiiにより第三格接辞が起こる。
31 A4.1.2 svaujasamau!cha号！iibhyiimbhis白ebhyiimbhyas-
t'lasibhyiimbhyast'lasosam白yossupIIこの規則に言及される
sU等の名調接辞は Al.4.104vibhaktis caにより vibhakti
と呼ばれる。
32 A2.3.2 karmai:ii dvi江戸といった kiirakavibhakti導入
規則は A2.3.l anabhihite （「xが表示されていないとき」）
の支配下にある。
33A2.3.2 

由から、まさに〈目的〉が先ず最初に説明の機会を

得る。

[VP3.7.45.4(Phullaraja)] tatra kartuちkriyayayad 
Ipsitatamam aptum i~yamai:iatamaJ:!l tad eva lak号ai:iaJ:!l

prathamasiitranirdi号~am I karma tridha tribhiり
prakaraiI:i nirvartyavikaryaprapyarupair bhinnam 

anekantavan34 nirdi号~aJ:!lboddhavyam 114511 

その［〈目的〉］については、〈行為主体〉が［自

己の］行為を通じて最も得ようと欲するもの、すな

わち、獲得しようと最も欲するものというまさにそ

の特質が［Al.4.49kartur中sitatamaJ:!lk訂maという］

最初の規則によって教示されている。

［この規則によっては］〈目的〉が、〈実現対象〉

〈変容対象〉〈到達対象〉というように三様に、すな

わち三種に区分されるものとして、一義性をもたな

いものとして［包括的に］教示されていると理解し

なければならない。

VP3.7.46 
[VP3.7.46.0(Phullaraja)] atha35 anyat sutrantaranirdi-

手！amapi bhedayitum36 aha-caturdhiinyat tu kalpitam 

iti /37 katham ity aha I 

さて、別の規則によって教示されている他の

［〈目的〉］も区分するために［バルトリハリは］、

caturdhanyat tu kalpitam （「一方、他の［〈目的〉］は四

種に区分されると考えられる」）と述べている。ど

のように［他の［〈目的〉］は四種に区分されると考

えられるのかバルトリハリは次の詩節で］述べる。

VP3.7.46: anudaslnyena yat prapyaJ:!l yac ca kartur 

anlpsitam I 

saJ:!ljfiantarair anakhyataJ:!l yad yac capy anya-

purvakamll 

「［ぞれら他の〈目的〉術語規則に基づく四種の

〈目的〉のうち、まず第一の〈目的〉はAl.4.50が

規定する］関心を寄せることなく到達されるべき

［〈目的〉］であり、さらに［第二の〈目的〉は同じ

くAl.4.50が規定する］〈行為主体〉が得ょうと

望まない［〈目的〉］であり、［第三の〈目的〉は、

Al.4.51が規定する、「〈目的〉」という術語とは］

異なる［karaka］術語によって言及されない［〈目

的〉］であり、［第四の〈目的〉は、その他の〈目

的〉術語規則によって規定される］他［の karaka

術語］に先行される［〈目的〉］である」

3~Iyer: anektintavarn. R: anektintivan. Iyerの
anekantavarnは誤植である。
35 Iyer: a thliは誤植である。
36Iy巴r:bhedliyitumの誤植訂正。
37冒頭語。thaを論題提示の語とし、この一節はVP3.7.46
の導入部をなすものと理解する。 Iyer本では itiの後に二
重ダンダが置かれる。
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[VP3. 7 .46 .1 (Ph ullar司a)]audaslnyena ta!asthyena yat 
prapyam I yath亙gramarpgantur v休明m凶adiI tath孟
yat kartur anlpsitam coravi~adi I etat tathayuktarp 

canlpsitam38 iti39 dvifiyaslitranirdi号ta'Tltavad dvivi-

dham I tath亘cayenaiva prakarei:ia kartur lpsitatamarp 

tenaiva cet anlpsitam lpsitad anyad dve~yarp vi~adi, 

itarac ca yad audaslnyena prapyarp V\k~amiilady u-

ktam/ 

「関心を寄せることなく（audaslnyena＝ぬい－
sthyena）到達されるべき［〈目的〉］」とは、例えば村に

向けて進行中の者にとっての木の根等であり、さら

に「〈行為主体〉が得ょうと望まない［〈目的〉］」とは

泥棒や毒等である。これらは、まずもって Al.4.50

ta th孟yuktarpcanlpsitamとし追う第二規則によって教

示される二種［の〈目的〉］である。そしてそのよ

うな場合、［当該規則が意味するところは次のとお

りである。］

〈行為主体〉が最も得ょうと欲するものが［〈行

為〉と結びつく］結びつき方と全く同じその結び、っ

き方で［〈行為主体〉が］得ょうと欲するもの以外

のもの（anlpsitam= lpsitad anyat) ［が〈行為〉と結
びっく］とするならば、［その〈行為主体〉が得ょ

うと欲するもの以外のもの］、すなわち毒等の嫌悪

対象（dve~ya）とそれ以外のもの、すなわち関心を
寄せることなく到達されるべき木の根等の〈到達対

象〉［は〈目的〉と］呼ばれる400 

[VP3. 7.46.2(Phullar司a)]tatha 印刷回ntaraiりapadana-
disarpjfiabhir anakhyatam api kriyanimittam I etad 

akathitam ca iti41 t¥fiyasiitranirdi号tarpveditavyam I 

さらに「［〈目的〉という術語とは］異なる［karaka]

術語によって言及されない［〈目的〉］」とは、〈起点〉

等の術語によって言及されないとしても〈行為〉の

根拠［すなわち karaka］であるものである。この

［〈目的〉］は A1.4.51 akathitarp caという第三規則に

よって教示されていると理解すべきである。

[VP3.7.46.2(Phullaraja)] tatha yad yac clipy anya-

piirvakam iti I anyat karakarp piirvaJTl yasya I 

yatha devadattam abhikrudhyati, devadattam abhi帽

druhyati iti I atra hi krudhadruhor upasr~tayoり karma

ity42 anena krudhadruhor upas開ayoりupasargasarpbaー

ndhayoりyarpprati kopaJ:i tat karakaJTl piirvasiitrei:ia 

38Iy巴r:ca nfpsitamを訂正。
”Al.4.50 
~°KV on A 1.4.50: y巴naprakarei:ia kartur ipsitatama111 
kriyaya yujyat巴tenaivacet prakarei:ia yad anipsitaJ:!l yuktam 
bhavati tasya karmasaJ:!ljfia vidhiyat巴Iipsitad anyat sarvam 
anipsitam dve~yam itarat ca I vi~a111 bhak~ayati, cauran 
pasyati I gramam gacchan vrk~am凶ani upasarpati I 

~I Al.4.51 
.ii Al.4.38 

saJTlprad孟nasarpjfiamapi karmasarpj負ameva bhavati I 

tathak号亘ndivyafity atra divaりkarma ca ity43 anena 
divaりs忌dhakatamarpyat piirvasiitrei:ia karai:iasaJTlj白am
eva karmasaJTljfiarp bhavati //46// 

さらに［バルトリハリは］ yad yac capy anya-

piirvαkam （「他［のkaraka術語］に先行される［〈目

的〉］」）と述べている。 anyapiirvakaという複合語

はbahuvrThiであり、「他の karakaを先行者とする

もの」という意味である。

例えば、例としてdevadattamabhikrudhyαti （「彼は

デーヴァダッタに腹を立てる」）、 devadattamabhi-

druhyati （「彼はデーヴァダッタに悪意をいだく」）

を挙げよう。実にこれらの例においては、 Al.4.38

krudhadruhor upasr許可0りkarmaというこの規則に

より、動調語根krudh（「腹を立てる」）、 druh（「悪

意をいだく」）が upasarga と結びついた（upasr~！a= 
upasargasambandha）場合、怒りがむけられる karaka

は、先行規則（A1.4.37 krudhadruher~yasiiyarthanarp 
yarp prati kopaち）によってく受益者〉という術語を

得るとしても、まさに〈目的〉と呼ばれる。

さらに、 ak~iin dfvyati （「彼はさいころで賭事を
する」）というこの事例においては、 A1.4.43 divaJ:i 

karma caというこの規則によって、賭〈行為〉に対

する卓越した能成者（sadhakatama）として先行規

則（Al.4.42 sadhakatamarp karai:iam）によってまさ

に〈手段〉という術語を得る［karakaが］〈目的〉と

呼ばれる。

VP3.7.47 

[VP.3. 7.4 7 .O(Phullar可a)]atha nirvartyadi trividham 
uddi号tarpvy忌凶yatumaha I 

さて次に、［バルトリハリは］枚挙した〈実現対

象〉等の三種の［＜目的＞について］説明するため

に［次の詩節を］述べる。

VP3.7.47: safi vavidyamana va prakftiりparii:iami-
nil 

yasya n孟sriyatetasya nirvartyatvarp pracak明te// 

「それについて変容するものである〈根本因〉

(prakfti）が存在していても認められないもの、あ

るいは、それについて変容するものであるく根本

因〉が存在しないが故に認められないもの、その

ようなものをひとびとは〈実現対象〉と呼ぶ」

[VP3 .7.47 .1 (Phullaraja)] yasya nirvartyamanasya gha-

tadeJ:i prakrtiりsafiva yatha mrdadika, avidyamana 
v孟 yatha8abdasarpyogadeJ:i44 parii:iamini abhedena 

nasriyate mrdaJTl ghatarp karofityadyevarpriipataya 

-13A1.4.43 

判Iy巴r: §abdaf:t sarriyogiideJ:t. Raghunatha: §abdasya 
sarriyogiidif:t.修正案§abdasarriyogiidef:tを提案する。

44 
q
d
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na vivak~yate, kirμ tarhi, mrda gha~arµ karotftyadi-

bhedenaiva I yada prakftya saha vivak~a tad孟tan

nirvartyarμ karma pracak明tekarmavidaり／／

実現されるものである瓶等には例えば粘土等の〈根

本因〉があり、［同じく］例えば音声や結合（sarμyoga)

等といった［実現される］ものには〈根本因〉は存

在しない。［まずもって］変容するもの（paril)iimin)

としての〈根本因〉が［存在しないものは実現対象で

あり］、あるいは［穿在しても結果と］不異なるもの

として認められない（nasrlyate）、すなわち、 mrda1?1

ghafa1!l karoti （「彼は粘土を瓶としている」）といっ

たこのような形をとるものとして意図されるのでは

なくて（navivak~ya匂）、 mrdaghafa1!l karoti （「彼は
粘土によって瓶を作っている」）等といった［表現

に示されるように］まさに［結果と］異なるものと

して意図されるならば、［その〈根本因〉を有する

ものは実現対象である］。［このように〈根本因〉が

存在するものの場合］〈根本因〉と［それとの差異

が］意図されるとき、そのものを〈目的〉に精通し

た者たちは実現対象としての〈目的〉と呼ぶ450 

45このブ。ツララージャ注釈部テキスト部分は、それ自体

としては読解が困難である。以下のカイヤタ（Kaiya~a ）、
ナーゲーシャ（Nage§a）の当該詩節解釈を参照して訳を
与えている。
Pradfpa on MBh ad A3.2. l (III.220): 
yasyopadanakara1_1af]1 nasti tan nirvartyaIJ1, yatha-

sarpyogaIJ1 karotfti I yasyapi sad apy up吾danakara1_1arp

na vivak~yate tan nirvartyaIJ1 yatha gha~arp karofiti I yada 

ti1padanakara1_1am eva pariりamitvenavivak号yate-mrdaIJ1
ghataIJ1 karotfti, tada vikaryaIJ1 karma I bhedavivak~ayaIJ1 

tu mrda ghatarp karotfti nirvartyam巴vakarma ／（「質量因
(upadanakara1_1a）をもたないもの、それは〈実現対象〉
である。例えばsa'!lyoga'!lkaroti （「彼は〈結合〉をもた
らしている」、「彼は結びつけている」）」）［における〈結
合〉である］。また、質量因が現に存在していても表現
しようとは意図されないもの、それも〈実現対象〉であ
る。例えばgha!Gl!lkaroti （「彼は瓶を作っている」）［に
おける瓶である］。しかしながら、 mrda'!lghafGl!l karoti 
（「彼は粘土を瓶にしている」）というように、まさに質量
因が変容者（pari1_1amin）として表現しようと意図される
場合には［その同じ瓶は］〈変容対象〉としての〈目的〉
である。反対に mrdaghata'!l karoti （「彼は粘土によって
瓶を作っている」）というように［質量因のその結果た
る瓶との］差異が表現しようと意図されるならば、〈目
的〉たる［瓶は］〈実現対象〉に他ならないJ)
Uddyota on MBh ad A3.2.1 (IIl.220): yasya satf pari-

1_1aminf prakrtir nasrfyate yasya vavidyamana tan nirva-

rtyam ity ucyata ity artha~ I tad evaha-yasyeti I karya-

samanadhikara1_1yena pratfyamanam nastity artha~ I *yatha 

mrdaIJ1 gha¥am karofiti I vivak~yata iti I karyabhedeneti 
se~a~ I tada vikaryarp karmeti I avasthadvayanugam巴na

purvakaraparityagenakarantarapraptyavagamad iti bhavaち
I bhedavivak~ayam iti I karma1_1功 sakasad upadana 
sya bhedavivak~ayam ity arthaりImrda ghatam iti I 
kara1_1atvavivak~ayiiIJ1 tf(fya I no cet sambandhasamanya-

vivak~ayarµ mrdo gha¥am iti ~a~＼hlti bodhyam I [*yathii 
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VP3.7.48 

[VP3.7.48abi.O(Phullaraja)] vikaryaip vy地 yaturn 

aha-

〈変容対象〉について説明するために［パノレトリ

ハリは以下の詩節を］述べる。

VP3.7絹 abi:prakftes tu vivak~ayarµ vikaryam I 

「一方、〈根本因〉が［変容するものとして］表現

しようと意図される場合には［〈根本因〉は］〈変

容対象〉である」

[VP3.7.48abi. l (Phullar司a)]prakfteりkaraQasyapari-
Qiimitvena yada vivak再kriyatemrdaip gha!arμ karoti, 

kasan ka!arμ karoti, a白garanbhasma karoti ityadi tada 

vikaryarμ karma pracak~ate I 

mrda1!l ghafa1!l karoti （「彼は粘土を瓶にしてい

る」）、 ka血nkafa1!l karoti （「彼はカーシャ草をマッ

トにしているJ）、 αngaranbhasma karoti （「彼は炭

を灰にしている」）といったように，〈根本因〉とい

う原因が変容するものとして表現しようと意図され

mrda'!l ghafGJ?l karotftiは、 yathiighafa'!' karotltiと訂正
されるべきであろう。］（「変容するものである〈根本因〉
が現にあっても認められないもの、あるいはそのような
〈根本因〉が存在しないもの、それらは〈実現対象〉と呼
ばれるという意味である。まさにそのことを［カイヤタ
は］ yasyaというように述べる。［Ii'質量因をもたないも
の』とは］結果と基体を同じくするものとして理解され
る［質量因］がないものという意味である。
『例えばghafa'!lkaroti』に関して。『表現しようとは意
図され［ない］』（［na]vivak~yate ） という表現に『結果と
不異なるものとして』 （kiiryiibhedena）という文句が補足
されるべきである。
Ii" ...場合には［その同じ瓶は］〈変容対象〉としての

〈目的〉である』 （tadii vikiirya'!l karma）に関して。二つの
状態（avasthadvaya）が随伴するが故に、先の形相（akara)
が放棄されることによって他の［後の］形相が獲得され
ると理解されるからという意である。
『差異が表現しようと意図されるならば』

(bhedavivak~ayiim ） に関して。〈目的〉と質量因の
差異が表現しようと意図されるならばとし寸意味である。
『mrdaghata'!l karoti』に関して。［質量因が］〈手段〉
として表現しようと意図される場合には第三格接辞が起
こる。もしそうではなくて関係一般が表現しようと意図
されるならば、 mrdoghafa'!l [karoti］というように第六格
接辞が起こると理解すべきである」）

なお、 mrdoghafa'!l karotiにおける mrdの後の第六格接
辞の導入は、 VP3.7.53.1 において述べられる matu~smarati 
（「彼は母親の想起をなしているJ）における matr（「母親」）
の後の第六格接辞の導入と同じ理屈による。粘土と瓶作
製〈行為〉の聞には関係がある。その関係を〈行為〉と
karakaの関係として捉えるとき、粘土はく目的〉ゃく手
段〉とみなされる。しかしその関係を関係一般として捉
え、両者が単に関係しているものとして理解するとき、関
係という意味をその導入条件とする第六格接辞が名詞語
幹mrdの後に導入される（A2.3.50）。
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るとき、［粘土等の〈根本因〉を］ひとびとは〈変

容対象〉たる〈目的〉と呼ぶ460 

[VP3.7.48bicd.O(Phullar司a)]atl均arasyamat亘ntaro
panyasacchalena prak証rabhedakathanav亘白cchay亘nir-

vartyavik亘ryeniriipayitum aha一一

さて次に、〈実現対象〉と〈変容対象〉について、

あたかも他者の見解の提示であるかのように装いな

がらも［実際には］別様にも［説明され得ることを］

述べようと意図して、［その別の観点から］それら

を確定するために［バルトリハリは次のように］述

べる。

VP3.7.48b~cd: kaiscid ar明 thaI 

nirvartyaJ!l ca vikaryaJ!l ca karma sastre pradarsi-

tam// 

［ところで］あるもの達は、〈実現対象〉と〈変容

対象〉という〈目的〉を彼らの学術（詞stra）に

おいて別様に提示している」

VP3.7.49 

[VP3 .7.49 .O(Phullar司a)]katham ity ahaー

［問］どのようにか。

［答］この疑念に対して［バルトリハリは次のよ

うに］述べる。

VP3.7.49: yad asaj jayate sad va janmana yat pra-

kasyate I 

~6瓶等が〈変容対象〉なのではないかと考えられるか
も知れない。しかしへーラーラージャによれば、ここで
バルトリハリが意図している〈変容対象〉は瓶等の〈根
本因〉である。 VP3.7.50.2に説明が与えられている。
さらに次の二文を見よ。
A. tai:ifiuliin odana'!' pacati （「彼は米を煮て粥を作って
いる」）
B. tai:ifiuliiniim odana'!' pacati （「彼は米から粥を作って
いる」）
これらの表現をパタンジャリ［MBhad A 1.4.49］は次
のようにパラフレーズする。
A'. tai:ifiuliin pacann odana'!' nirvartayati （「彼は米を煮
て粥を実現している」）
B’. tai:ifiulavikiiram odana'!' nirvartayati （「彼は米の変
容態である粥を実現している」）
さらにこれらのパラフレースはカイヤタによって次の
ように再ノtラフレーズされる。
A". tai:i向Ianvikledayann odana'!' nirvartayati （「彼は米
を軟化させて粥を実現している」）
B". tai:ifiuliinii'!' sambandhina'!' vikiiravi§e~a'!' viklittyii 
nirvartayati （「彼は米の関係項である特定変容態を軟化作
用によって実現している」）
パタンジャリがここでは米と粥の聞に〈根本因〉と変
容態の関係を想定していることが重要である。彼は米と
いう〈根本因〉は軟化という変化を受けるものとしてく変
容対象〉であり、一方変容態である粥は〈実現対象〉で
あると考えている。

tan nirvartyaJ!l vikaryaqi ca karma dvedha vyava-

sthitam // 

「［すなわち、学術では］非有（asat）にして生ずる

もの、あるいは有（sat）にして生起（janman）に

よって顕現せしめられるものが〈実現対象〉［た

る〈目的〉］であり、そしてく変容対象〉たる〈目

的〉は二様に確立される」

[VP.3.7.49. l(Pullar司a)]yad asad vaise干ikadyanusare-
!).a j孟yatesankhyamatena sad eva v亙j匂ratetadubha-

yam api janmana prak話yamanatvannirvartyaJ!l ka-

thyate I 

[Phullar司a］ヴァイシェーシカ学派等に従い非有
にして生ずるものであろうと、サーンキヤ学派の見

地に従いまさに有にして生ずるものであろうと、そ

れらはいずれも生起を通じて顕現せしめられるもの

であるから〈実現対象〉と呼ばれる。

[VP.3.7.49.2(Pullaraja/Helaraja)] etad uktaJ!l bha-

vati I satkaryavadinam asmakaJ!l nirvartyaJ!l karmastiti 

vaktuJ!l paryate I sati tasya pralqtir bhavatv asati va I 

sarvatha janmana prakasyamanatvena nirvartyatvasya 

na kacit k~atil:i47 I 
[He Jar司a→］sad asad va janmana yat prakasyate tan 
nirvartyam I 

[Phullar司a］次のことが意図されている。＜因中
有果論＞を主張する我々にとっても「〈実現対象〉

たる〈目的〉がある」と主張することができる。そ

の［〈実現対象〉］に〈根本因〉があろうとなかろう

と、あるものが〈実現対象〉であるということは全

面的に生起によってそれが顕現せしめられるもので

あるということに基づくということに知何なる答も

ない。

[Helar高ja→］有なるものであろうと非有なるもの

であろうと、およそく生起〉によって顕現せしめら

れるものは〈実現対象〉である。

[VP3.7.49.3(Helar可a)]asaj jayate ity avidyamana-
pralqteり karma早048 nirvartyamanata piirvoktai-
vaniidita I 

[He Jar司a]asaj jiiyate （「非有にして生ずるもの」）
という表現によって、〈根本因〉が存在しない〈目的〉

が〈実現対象〉であるとし寸、まさに先に［VP3.7.47

において］述べられたことが再言されている。

[VP3. 7.49 .4(Hel孟r司a)] saj janmanii prakiisyata 
iti /49ayam atra vise~aり I tadyatha putraJ!l prasiite, 
fabdaJ!l prayunkte ity atra kuk~isthasya sata eva putra-

sya vivak号itasyaca fabdasya prasavaprayog忌bhyaJ!l

~7Iyer: na kiicit na k~ati?1 . 
.J8誤植karmai:iaを訂正。
.J9Raghunathaにf足い、 Iyer:asaj janmanii prakiiSyata iti 
を訂正。

ρ

。
つリ
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prakasanam I satary prakasana111 hi janmatra vivak号i-

tam/ 

[Heliir司a]saj janmana prakasyate （「有にして＜生
起＞によって顕現せしめられるもの」）と［バルト

リハリは］述べている。

ここには次のような違いがある。例えば、 putra1Jl

prasiite （「彼女は息子を生む」）、 sabda1Jlprayurikte 

（「彼は言葉を使用する」）といったこれらの事例に

おいては、子宮にあってまさに有なる息子が産出

(prasava）を通じて顕現せしめられ、さらに意図さ

れて［心的に有なる］言葉が使用（prayoga）を通

じて顕現せしめられる。実にこれらの事例において

は、有なるものの顕現（prakii$ana）が〈生起〉であ

ることが意図されている。

[VP3.7.49.5(Hel五r司a)]janmagra 
k号iiyiiJ11vikiiryatiim aha I a1】yath五bhivyajyam語nasya

nirvartyakarmatiibl】avam api janmagrahal).en五ha I 

tena vedam adhite ityadau vediider adhyayanena 

prakiisyamiinasya nirvartyakarmatiibhiiviit 

karmal).i nirvartyamiinavikriyamiil).e iti ced vedii-

dhyiiyiidiniim upasa111khyiinam50 

ity ucyate I ittha111 ca pralqtyarthavivak号iiyiimevai・

tan nirvartya111 karmoktam iti kaiscid anyathii iti 

sangatam51 I 

[Helar可a]［パyレトリハリはsajjanmana prakasya-
teにおいて］「生起」（janman）という語を言及する

ことによって、〈根本因〉が［その結果と不異なるも

のとして］表現しようと意図される場合には、［〈根

本因〉は］〈変容対象〉であるということを意図し

ている。

さらに、［生起ではなく、生起］以外の別の方法

で顕現せしめられるものは〈実現対象〉とはならな

いということも「生起」という語を言及することに

よって意図している。それゆえ、 vedamadhfte （「彼

はヴェーダ聖典を学習している」）等の事例におい

ては、学習によって顕現せしめられるヴ、ェータq聖典

等は〈実現対象〉とはならないから、［カーティアー

ヤナは次のように］述べている。

「A3.2.l中の〈目的〉が実現対象あるいは変容対

象であるならば、 vedadhyaya（「ヴェーダ聖典を

学習するもの」）等に関して追加規定が定式化さ
れるべきである」 52

50Vt. 1 on A3.2.1; karma9i nirvartyamiinavikriyamai:ie 

ced vediidhyiiyiidiniim upasaipkhyiinam II 
51 Iyer: ity asarigatam. R: iti nasa泊gatam.上記のように
修正。
ロカイヤタによれば、常住なるヴェーダ聖典の学習に
おいて、ヴェーダ聖典が実現されるものであるというこ
とはあり得ない。 Pradipaon A3.2.1 (IIl.221 ): vediidhyiiya 
iii I nityo veda~ sthita eviidhiyate iti nirvartyatviibhiiva~ I 

-37 -

そしてこのような場合、このように［〈生起〉に

よって顕現せしめられるもの］が〈実現対象〉とし

ての〈目的〉と呼ばれるのは、〈根本因〉たる対象

が表現しようと意図される場合に限られるからへ

「あるもの達は［学術において］別様に［提示する］」

( VP3.7.48b~ ： kaiscid anyatha）と言うのは整合的で
ある。

[VP3. 7.49. 6(Helar司a)]tasmiit sadasatkiiryaviidimata-
bhedenaitad vyakhyeyam I piirva111 lokapratltyanu-

siirel).oktam I iha tu tirthikamatiisrayel).iipiti vise号功

114911 

それゆえ、因中有果論者と因中無果論者の見解の

相違に応じてこの［学術における〈実現対象〉の定

立］は説明されるべきである。先行詩節［VP3.7.47] 

においては世間の常識に従って［〈実現対象〉の特

質が］述べられたが、ここでは、理論家の見解に依

拠しでも［〈実現対象〉はこのように定義される］、

という違いがある。

VP3.7.SO 
[VP3.7.50.0(Hel珂 a)]vikaryaJ11 ca karma dvedha 
vyavasthitam I prativyakti lak切りa111 vaktmp. 

vyaktibhed功piirvamukt功flak号al).amahaー

さらに、〈変容対象〉たる〈目的〉は二様に存立

する。個別的に特質を述べるために［VP3.7.49dに

よって〈変容対象〉たる〈目的〉が］種別化されるこ

とがまず述べられた。［よって次の詩節によってバ

ルトリハリは二種の〈変容対象〉の］特質を述べる。

VP3.7.50: pralqtyucchedasa111bhiita111 ki111cit ka-

~！hiidibhasmavat I 

ki111cid gul).iintarotpattyii suvar早亙divikaravatII 

「［二種の〈変容対象〉のうち］あるものは、薪等

の灰のように、〈根本因〉の断滅から生起し、ま

たあるものは、金塊の変容態のように、別の性質

の獲得から知られる」

[VP3.7.50. l(Helar司a)] niranvayavinasiit pralqter 
ucched功 Itadyathii kii~！hiider bhasmadi I kii~！hiini 

53「彼は瓶を作っている」という文によって表現され
る事態は、「有にして〈生起〉によって顕現せしめられる」
という見解（因中有果論）では、〈根本因〉である粘土の
中にすでに存在する有なる瓶が〈生起〉を通じて顕現せ
しめられると解釈される。当該の表現は必然的に「〈根本
因〉たる対象が表現しようと意図されている」表現であ
る。この見解では、〈生起〉によって顕現せしめられるも
のの有たることを保証するために〈根本因〉の存在が必
ず前提されるのである。なお、 VP3.7.47の〈実現対象〉
定立の論理では、瓶作製において瓶が〈実現対象〉とみ
なされるのは瓶の〈根本因〉である粘土が「認められな
い」、すなわち表現しようと意図されない場合である。
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bhasma karoti I purvavat pralqtivikarayoりkriya-
satpbandho yojy功／

〈根本因〉の［相の］断滅（uccheda）は［その相

の］痕跡なき減を根拠とする54。［そして］例えば

薪等の［相の断滅から］灰等が起こる。［この場合］

ka~fhani bhasma karoti （「それは薪を灰にしている」）
［という表現が成立する］。先行の［VP3.7.48ab~ の
与える〈変容対象〉の定義の］場合と同様、〈根本

因〉［たる薪］と変容態（vikara) ［たる灰］はとも

に［両者の不異性を根拠として］〈行為〉に関係す

ると解釈されるべきである。

[VP3.7 .50.2(Helar司a)]pi1rve1.1a tu lak~a1.1ena nirva-
rtyam etat karma pralqter avivak拘置mI vivak向初

tu vikiiryam I 

iha tv avivak~ayam api pralqtau bhasmadikaryatp 

rupavise号制 eva k両~adikam upam~dyopajatam iti 

pratiter55 vikaryam I piirva回 tu pra~tiり sak~ad
vikaryatp karma, tadabhedena vikiiro 'pi I iha tu 

sak~ad vikara eveti vise~att I 

ところで、［VP3.7.48ab呈の与える］先の［〈変容
8 

対象〉の］定義によれば、この［灰という］〈目的〉

は、〈根本因〉が［それと不異なるものとして］表現

しようと意図されない場合〈実現対象〉であり、反

対に［〈根本因〉がそれと不異なるものとして］表現

しようと意図される場合には〈変容対象〉である。

しかしながら、当該定義では、〈根本因〉［である

薪等がその結果である灰等と不異なるものとして］

表現しようと意図されない場合も、灰等の結果は、

まさに特殊な本質（rup⑫vise~a）に基づいて薪等［の
相］を破壊して（up~dya）生起すると理解される
から〈変容対象〉である。

しかしながら先行［定義］の場合には、〈根本因〉

が直接的に〈変容対象〉たる〈目的〉であり、その

［〈根本因〉］との不異性に基づいて変容態もまた［間

接的に〈変容対象〉たる〈目的〉となる］が、当該定

義では、まさに変容態が直接的に［〈変容対象〉た

る〈目的〉となる］という違いがある560 

[VP3.7.50.3(Helaraja)] ka~thani dahatiti tu pra~tir eva 

8abdavatI, samarthyagamyas tu vikaro bhasma I evatp 

M刊aniIunati, carma karotityadau veditavyam I 

5~ナーゲーシャによれば、〈変容対象〉の二種性を説明
する VP3.7.50においてバルトリハリは、〈根本因〉の相
が完全に放棄される場合と〈根本因〉の相が完全には放
棄されない場合の二つの場合を想定している。 Uddyota
on MBh ad A3.2. l (111.220): vikaryam ap社iI piirvan1pasya 
sarviitmana par町iigatadabhiivabhylimity arthaり／〈根本因〉
と変容態に関して「これはそれである」という再認識が
成立する場合とそうでない場合と考えることができる。
55誤植pratiterを訂正。
%この場合〈根本因〉は変容態を通じて、変容態との不
異性に基づいて、〈行為〉に結合するということになる。

ところで、 ka~fhanidahati （「［火は］薪を燃やし
ている」）という事例においては〈根本因〉だけが

言葉によって表示されており（向bdavat）、一方変容

態である灰は言明効力から間接的に理解され得るも

の（samarthyagamya）である。 kiirtr;fiiniluniiti （「彼

は枝を折っている」）、 carmakaroti （「彼は革製品を

作っている」）等の事例においても同様であると理

解しなければならない。［これらの事例では合意さ

れている変容態との不異性に基づいてこれらの〈根

本因〉は間接的に〈変容対象〉である。］

[VP3. 7 .50.4(Helar可a)] kacit tu pra~tir atyajanti 
svariipatp satpsthiinantarapattya vi~tety ucyate iti 

gu1.1antarasya sannivesader dharmasyotpattyopa・

lak号itamaparatp vikaryatp karma I tadyatha suvarI_latp 

ku判ale bhavata iti I asatkaryanaye yady apy 

atrapurvotpattiりtathapipratyabhijiilinal loke tattva-
dhyavasaylit gu早lintaramlitrapattirucyate I巴tacca 

pra~tivivak号liyatppurvalak号a早enapisangrhitam 115011 

一方で、〈根本因〉のうちのあるものは、別の形態

(satpsthana）の獲得によって自己の本質（svariipa)

を放棄しないとき、「変容した」（vi~ta）と呼ばれる
から、別の性質（gu1.1a）の参入等の属性（dh紅ma)

の生起によって［〈変容対象〉が］示唆される（upa-

Iak~ita）。［そのような〈変容対象〉が］さらなるく変
容対象〉たる〈目的〉である針。例えばsuvarrialJl

kuri{iale bhavatatJ. （「金が両耳輪になる」）という［場
合の耳輪であるJ58。

57バルトリハリの本詩節における guraという語の使用
の背景には、様態・形相等を含む広義の性質が変化しで
も実体（dravya）は自己同一性（tattva）を失わないとい
う実体観がある。 Ogawa[2005: §8）参照。
また、へーラーラージャは、 gurantarotpattyiJの第三格
接辞を A2.3.21itthaJ:!lbhiitalak~ai:ie によるものと解してい
る。
58へーラーラージャはパタンジャリの以下の議論に基
づいて当該詩節を注釈している。
MBh (Paspasa) [I. 7 .12-18): mrt kayacid akftya yukta 
pi早90bhavati I pii:i9akrtim upamrdya gha~ik功 kriyante

I gha~ikakぴim upamrdya kui:i9ik劫 kriyante I tathii 
suvan:iaJ:!l kayacid iikftyii yuktaJ:!l pi判obhavati I pii:i9iikftim 
upamrdya rucak碕kriyanteI rucakiikftim upamrdya ka~ak向
kriyante I ka~akiikftim upamrdya svastikiil_l kriyante I 
punariivfttaりsuvari:iapii:i9aりpunaraparaylikftyii yuktaり
khadiriiilgiirasavari:ie kui:i9ale bhavatal_l I iikrtir anyii ciinyii ca 
bhavati, dravyaJ:!l punas tad eva I iikftyupamardena dravyam 
巴vavafo号yateI （「粘土は何らかの形相（iikぴi）と結ひ’つい
て塊となる。塊という形相を破壊して小水容器（gha!ikii)
が作られる。小水容器の形相を破壊して水差（kui:i9ikii)
が作られる。それと同様に、金は何らかの形相と結びつ
いて塊となる。塊の形相を破壊してネックレスが作られ
る。ネックレスの形相を破壊してプレスレットが作られ
る。ネックレスの形相を破壊してスヴァスティカー（出）
が作られる。再生された金の塊は再び別の形相と結びつ
いてカディラ樹の炭と同色の一対の耳輪となる。形相は

38 -
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〈因中無果論〉では、たとえこの場合には新規の

ものが生起している（apiirvotpatti）とみなされると

しても、［「これはあれと同じである」という］再認

識（pratyabhij回）から同一性（tattva）が判断される

から、世間では［ここには］単なる別の性質の獲得

があるにすぎないと言われる590 そしてこの［〈変

容対象〉は］〈根本因〉が［その結果と不異なるも

のとして］表現しようと意図される場合には先の

[VP3.7絹吋の与える〈変容対象〉の］定義によっ

ても包摂される60。

VP3.7.51 

[VP.3.7.51.0) idanlrp. prapyakarmalak~a9am ahaー

さて次に、〈到達対象〉たる〈目的〉の定義を［バ

ルトリハリは］述べる。

VP3.7.51: kriyalqtavise弱9arp.siddhir yatra na 

gamyate I 

darsan亙danumanad v孟tatprapyam iti kathyate II 

「そこに〈行為〉によってもたらされた特性が成

立していることが知覚によっても推理によっても

理解されないものが〈到達対象〉と呼ばれる」

[VP3. 7 .51. l] nirvartye karma9i nirvtttir atmaliibha eva 

kriyaktto vise~o darfanat pratyak~ad evavadharyate I 

vikarye tu bhasmaku9c,laladau vik亘raりkriyakttovi記号O
’vadharyate pratyak~e9a I kvacit punar anumanad 

vise持vasayoyatha paratra janitanarp. sukhad1narp. 

mukhaprasadadina Ii白genavasayaり／

〈実現対象〉たる〈目的〉には、実現（nirvrtti）す

なわち自己獲得（atmaliibha）に他ならない〈行為〉

によってもたらされた特性（vise~a）がまさに知覚
(darfana = pratyak明）に基づいて確定される。
一方、灰や耳輪等の〈変容対象〉には、〈行為〉に

よってもたらされた変容（vikara）という特性が知

覚によって確定される。

それぞれ異なるが実体（dravya）は同一である。形相の
破壊を通じてまさに実体は一貫して持続する」）
なお、パタンジャリカfsuvan:zapi!Iダaft . 
khadiriitigiirasavan:ze 如何alebhavata!zという表現におい
てbhavata!zという双数形を使用していることに留意しな
ければならない。この双数形は〈根本因〉である金塊で
はなく変容態である耳輪に属する数の反映である。この
ことは変容態が〈行為主体〉となる場合があることを示
している。この問題は VP3.7.115において取り上げられ
るであろう。
59「彼は金塊を耳輪にしている」とし寸場合、金の耳
輪に関して「この耳輪は金である」という再認識が成立
するであろう。
6りしたがって、この場合には、〈根本因〉である金塊が
〈変容対象〉とみなされることにもとづいて間接的に耳輪
が〈変容対象〉とみなされる。

またある場合には、推理に基づいて［〈行為〉に

よってもたらされた］特性が決定される。例えば、

他者に生ぜしめられた楽等が喜色満面の顔等といっ

た徴表から決定される610 

[VP3.7.5 l.2] jaliivasekadikriyavesitas ca vanaspatl-

narp. vise手al)pratikalam avapt付加ma siik~matvad 

utpattyanantaram anavas1yamanas caramavasthiiyarp. 

pracitataravise手adarsanadavadharyate I na hy ayarp. 

pracitataro vise~o ’ napek号itakramo jha~ity afankita 

evodeturp. prabhavaffti pratik~a9am anum1yamanaり
siik~marupa恥 tasya hi suk~masya rupasya duravadha-

ratvam I yatha ~ac,ljadisvaravis句ayostaratitarayoり／

そして、樹木は散水等の〈行為〉によって特性を

持つに至る。しかしその特性は部分毎に生起を得る

から［部分的特性の］微細性の故に［部分的特性の］

生起の直後には決定されない。それが確定されるの

は最終段階でより増大した特性が知覚されるとき

である。なぜなら、このより増大した特性が、順序

を期待することなく、たちどころに、思いがけずに

生起するということはあり得ず、したがって利那ご

とに微細なる相をもっ［部分的特性がある］ことが

推理されるからである。実にその微細なる相を有す

る［部分的特性］は決定しがたい。例えば、シャド

ジャ等の特定の音調であるターラ（高）調やアティ・

ターラ（超高）調が決定しがたいように。

[VP3.7.5 l.3] tad evarp.vidho vise~o yatra kriyaktto 

na sarp.drsyate tat kartuりkriyaya62 vi明yabhava-
matre9epsitatamatvat prapyarp. karma I tadyatha 

adityarp. pasyati, nagaram upasa中ati,vedam adhlta 

ityadi I 

かくして〈行為〉によってもたらされた以上のよ

うな類いの特性が見出されないもの、それは〈行為主

体〉が、〈行為〉を通じて、単に対象性（vi明yabhava)

だけによって［単なる対象として］最も得ょうと望

むものであるから、〈到達対象〉たる〈目的〉であ

る。例えば、 adityarp,pasyati （「彼は太陽を見てい

る」）、 nagaramupasarpati ( r彼は町に近づいてい

る」）、 vedamadhfte （「彼はヴェーダ聖典を学習して

61ナーゲーシヤも同様の解釈を提示している。 Ud-
dyota on MBh ad A3.2.1 (III.220-221): darsanad iti I 
pratyak号adity arthaりInirvartye svariipalabha eva kriyakrto 
vise~o. vikarye vikarariipa eva s功Igha!a!J1 karoti, svall)a!J1 
ku~~ala!J1 karoti, ka号~ha!J1 bhasma karoti I anumanad 
yathii-putr功 sukha!J1 karotiti I atra sukhariipalabho 
mukhaprasadanum巴yaり／
ナーゲーシヤが明示しているように、〈行為〉によって
もたらされた特性が推理される事態とは、 putra!zsukhal'fl 
karoti （「息子は楽をもたらす」）といった文が表現する事
態である。他者における楽の獲得は息子による楽の実現
〈行為〉によってもたらされた特性である。
62Iyer: kriyiiyii.誤植

n
H
d
 

q
d
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いる」）等［における太陽、町、ヴェーダ聖典等の］

ように。

[VP3.7.51.4] adityadinarμ hi sarμd紅白nadikriyaya

kascid ahito vise~o navadharyate pramai:iabhyam I 

kriyasarμbandhamatrarμ tu lak号yate,na ca sa eva 

vise明り 163 vrtte kriy亙sarμbandhe vastugatasya 
bhedasya nirvartyavikaryayor df~！atvat I 

実に、太陽等には見る等の〈行為〉を通じて何らか

の特性が付与されるが、それは［知覚と推理のいず

れの］認識根拠によっても確定されない。反対に、

知られるのは［太陽等の見る等の］〈行為〉との関

係だけである。そしてまさにその［〈行為〉との関

係］は［ここで言う］特性ではない。なぜなら、〈実

現対象〉と〈変容対象〉においては、〈行為〉との

関係が起こってから［〈行為〉によってもたらされ

た］ものに属する差異（vastugata司bheda）が経験さ

れるからである。［そのような差異が特性である。］

[VP3.7 .51.5] nagare tu gamanakriy真janit功 sarμyogo

dvi柑10 vise~o bhavann api nag紅白ya maha-

parimal}atvad alpaparimal}ena devadattena hima-

vada白gulisarμbandhavadalak~ya~ I pf!hivyekadefas 

ca svavayavapek明yakalpito visi~！asvadheyadhara­

riipo nagarasabdavacyaりprasiddhaeveti na kacid 
anupapattiち115111

一方、［「彼は町に近づいている」という場合］進

行〈行為〉によって生ぜしめられた［町と進行者と

いう］二項に存する結合（sarμyoga）が［〈到達対象〉

である］町に存在する。しかし、町はその大きさの

大なるものであるから、［それに比して］大きさの

小なる［進行者］デーヴァダッタによっては、ヒマ

ラヤ山と足指の関係と同様、その結合は知られ得な

い（alak~ya）。そして「町」という語の表示対象が、
大地自身の部分に相関して構想された、特定の［大

地］自身にほかならない所依（adheya）に対する基

体（adhara）である大地の一部であることは、まっ

たく周知されていることであるから、何ら不都合は

ない“。

63Iyer: iidityiidfniil'[I hi sal'[ldarsaniidikriyayii知§cidiihito 
vise~o niivadhiiryate I pramiii;iiibhyiil'[I kriyiisa'!lbandha・

miitra'!l tu lak~yate, na ca sa eva vise~a~ I punctuationに
注意。
ω「町」という語の表示対象は概念的に構想されたも
のであり、それが指示するものは大地の一部である。実
体として町が存在する訳ではない。「町がこの地域にあ
る」「道が町にある」といった表現は町や道の大地に対す
る概念的設定を根拠とする。町と進行者の結合と言って
も、実際には大地の特定地点と進行者の結合があるにす
ぎないのである。このことは町と進行者の結合が知られ
得ないことのさらなる理由となる。

VP3.7.52 

[VP3.7.52.0] nasty eva prapyarμ karma, sarvatra kriya-

kftavise~avadharaQad iti kecit I tatha hi-

ある者たちは「〈到達対象〉たる〈目的〉というも

のはまったく存在しない。なぜなら、いかなるもの

においても〈行為〉によってもたらされた特性が確

定されるからである」と主張する。すなわち、［彼

らの考えは次のようである］。

VP3.7.52: vise明labh功sarvatravidyate darfanadi-

bhi9 I 

ke号arμcittadabhivyaktisiddhir df~！ivi号詞i号uII 

「ある者たちの見解では、知覚等の［〈行為〉］に

よって特性が獲得されることがすべてのものに見

出される。眼に毒を有する［蛇］等の場合には、

［それの見る等の〈行為〉によって対象に］その

［特性］が顕現することが確立されている」

[VP3. 7 .52.1] darfanadikriyahitavis句alabhovikaraり
sarva住avidyate, sauk号myattu navadharyate sarve1_1eti 

ke弱rμcinmatam I tasya vise号asyadf斜auvi号atμ
ye号取pte号utad vi号aye’bhivyakterniscayasya siddhi与／
dr~！ivi明irahibhir nirik号itohi vi明yojvalanajvalalI<~ho 

lak~yate I tatsadharmyad anyatrapi dar8anadinahita9 

kascid vise~o vi号ayesamunneyaり／

知覚等の〈行為〉によって付与される特性の獲得

という変容はいかなる［〈目的〉］にも存在するが、

しかしそれは微細性の故に誰でも［知覚的に］確定

できるわけではないというのがある者たちの見解で

ある。

そのような特性は、目に毒を有するものたちの領

域では65、顕現せしめられること（abhivyakti）、す

なわち決定されること（niscaya）が確立される。

実に、眼に毒を有するもの（dr~！ivi~a）、すなわち
蛇（ahi）によって見つめられた対象は、そこに火の

炎がなめるように広がるのが見られる (Iak~yate）。
それとの類似性（sadharmya）から、他の場合も、知

覚等によって付与された何らかの特性が対象に存す

ると推知さるべき（samunneya）である。

[VP3.7.52.2] ta祖asarμ hi cak切り prapyakariti 
tena yukto vi明yo ’vasyarμ vikriyate yatha 

df将ivi明darfanena I iyarμs tu vise~o df~！ivi号e

65へーラーラージャは、詩節中の dr~fivi~iidisu を
dr~.tivi~e~u としてまず dr~！ivi~a が bahuvrlhi であること
を説明し、さらに、その複合語が第六格複数形であること
を説明し、その第六格接辞が領域（vi~ya）の意味を表示
することを説明している。眼に毒を有する蛇の知覚〈行
為〉を推理の同類例（sadharmyadr~~anta）とみなしている
ことがうかがえる。この同類例において確立される肯定
的遍充関係は「知覚〈行為〉はすべてて知覚対象に変容
をもたらすあるいは特性を付与する」である。

-40一



Siidhanasamuddesa研究（小JII ) 

tりautkataqi vi号asaqiparkadvi号ayaqidahati, anyatra 
tanutarasthiti I 

実に、火元素からなる視覚器官は、対象に到達し

て作用するもの（prapyakarin）であるから、その［視

覚器官］と結びついた対象は必ず変容を加えられる

( vikriyate）。例えば眼に毒を有するものによって見

られることにより［対象に変容が加えられる場合の

ように］。

しかしながら、これだけの違いがある。眼に毒を

有する［蛇］の場合には、顕著となった火元素が毒

と混合することから対象を焼き、他の場合には〔す

なわち普通の眼の場合には］、［火元素は］非常にわ

ずかにしか存しないので［対象を焼くことはないの

で］ある。

[VP3.7.52.3] iidisabdenayaskiintiidlniiqi grahai:iam I 

tatsannidhau lohaqt bhramati I katakaphalasannidhau 

hi jala:qt prasidatityiidiiv asty eva kriyiilqto vikiir功／

［「眼に毒を有するもの等」の］「等」（記i）という

語によって、磁石（ay功kiinta）等が包含される。そ

れが近接しているとき、鉄が動く。実に、水を澄ま

せるカタカの実が近接しているとき、jalarμ.prasfdati 

（「水が澄んでいる」）等と表現される事態には、［近

接］〈行為〉によってもたらされた変容がまさにある。

[VP3.7.52.4] etac ca na siistrakiirasya matam I ke-

~aqicid ity anyamatatvenopanyiisiit I 

しかしここにおいて述べられている見解は本論書

の作者［パJレトリハリの］見解ではない。なぜなら、

「あるものたちの見解では」（ke~iiqicit）というよう
に他者の見解として提示されているからである。

[VP3.7.52.5] kvacid vise号adarfane’pina sarvatra tathii 

bhavo ’d~syamiinavise~e 'pi yukt功／

［〈行為〉によってもたらされた］特性が知覚さ

れる場合があるからといって、すべての場合に、特

性が現に知覚されていないものにまで、［特性が知

覚される］それと同じように［特性が］存在すると

いうことは合理的ではない。

[VP3.7.52.6] kiqi ca kriyaphale’tra vikiiro’bhipretaI:i I 
paridrsyamanas tu vi号ayokriyayii hetur na phalam I 

ctr科ivi~adiivapi tej功saqiyogiidvi号ayevikaro na kriyii-

balat I evam ayaskantader vastusvabhavo’yaqt na 

kriyalqto vikiiraりkascitI tasmiid asty eva priipyaqi 
karma kriyalqtopakariinapek但m115211 

さらにここでは［瓶等の〈実現対象〉、灰等の〈変

容対象〉といった］〈行為〉の結果における［実現

や変容といった］変容が［バルトリハリによって］

意図されている。しかし、知覚される対象は、〈行

為〉の原因ではあっても結果ではない。眼に毒を有

するもの等の場合も、火［元素］との結合から対象

に変容が起こるのであって［見るという］〈行為〉の

力によって起こるのではない。同様に、磁石等に基

づ、いて［鉄が動くのは］これは［鉄という］ものの

本質であって、［鉄には］〈行為〉によってもたらさ

れた変容は何ら見出されない。

それゆえ、〈行為〉によってもたらされる［変容

に対する］扶助を期待しない〈目的〉として〈到達

対象〉がまさに存在する。

VP3.7.53 

[VP3.7.53.0] na ced vikiirayogaりpriipyakarmal)功
katham asya kriyiisiddhiiv a白gabh亙vaりsiidhanata-
sampattyarthaりIucyate I 

［反論］〈到達対象〉たる〈目的〉が［実現や変

容といった］変容と結びつかないとするならば、ど

うしてこれに〈行為〉の実現に対する従属性があり

得ょう。〈行為〉の実現に対する従属性は、それが

〈能成者〉となるのに資するものである660

［答論］答えよう。

VP3.7.53: abhiisopagamo vyakti与soc.Ihatvamiti 

karrnai:iaI:i I 

vise~aI:i prapyamiii:iasya kriyasiddhau vyavasthit温存／／

「〈顕現の獲得） (iibhiisopagama) 67、顕示（vyakti）、

適性（sajhatva)68という到達される〈目的〉の

特性は〈行為〉の実現をもたらすものであると確

立される」

[VP3.7 .53.1] yogyadesavasthiinena darfanapatham 

avatarati vi明yaiti yogyadesiipattiI:i iibhasopagamaり

66瓶が実現不能のものであり、粘土が加工不能のもの
であるならば、瓶作製〈行為〉も粘土加工〈行為〉も実
現不能でり、「粘土を瓶にする」と言うことはできないで
あろう。

67 ヴリシャパデーヴァ（Vr~abhadeva）によれば「顕
現の獲得」とは「対象性の獲得」（vi号ayabhiivopagama)
である。 Paddhation Vrtti ad VPl.3: abhiisopagamaり，
vi~ayabhiivopagamaり／

バルトリハリは、 VP3.9.46において類似の表現として
nirbhlisopagamaという表現も用いている。またへーラー
ラージャは、 VP3.2.17-18に対する注釈において無明を説
明する際にiibhiisopagamaという語を用いて次のように述
べている。 Prakiisaon VP3.2.17-18: etad eva hy avidyiiy劫
svariiparp. yad anupapadyamiinam apy iibhiisopagamarp. nay-
ati, upapannatve vidyaiva syiit I （「実に説明不能のものに
も〈顕現の獲得〉をもたらすというまさにこれは無明の
本質である。もし［〈顕現の獲得〉をもたらすものが］説
明可能なものであるとするならば、それはまさに明知に
他ならないであろう」）
品8ヴリシャパデーヴァはこの「適性」を想起知の文脈で
「対象性」（vi~ayabhiiva）と言い換える。 Paddhation Vrtti on 
VPl .84: so"hatvam iti I smrtibuddher ekasyii vi~ayabhiivam 

A斗
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svabhavad asya darfane upakaraJ:i I yogyadefa-

sthitasyapi nTharadiprakafapratibandhakabh亙va-

bhavadi pradipadinimitta vyaktiりa白gam69I vi号ayasya
prakasayogyadesasthitasyasaty avarake ’d~syasva­

bhav吟 pisacadir iti soc;Ihatvam, bodhak~amata, 

d~syasvabhavatangam I 

対象は、［知覚］可能な場に在ることによって知

覚の道に入るから、「〈顕現の獲得〉」とは、［知覚］

可能な場を得ることである。［このような］〈顕現の

獲得〉は、本質的にこの［対象の］知覚を扶助する

ものである。

［知覚］可能な場にあるものにとっても、霧等の

光照を阻害する脊在の非存在等といったものであ

る、灯明等を根拠とする顕示（vyakti）が［それの

知覚に対する］要因である。

光照可能な場にある対象は、悪鬼ピシャーチャ等

はそれを覆うものがなくても知覚不能の本性を持つ

ものであるから、「［知覚］適性」（soc;Ihatva）、すな

わち認識可能性（bodhak~amata）、本質的知覚可能
性（drsyasvabhavata）を［知覚に対する］要因とす
る700 

[VP3.7 .53.2] etair atifayair darsane sadhanabhavam 

anubhavati prapyarp. karma I ete ca d紅白nakriyahetavo

na tatkrtiiJ:l I 

〈到達対象〉である〈目的〉は、これらの卓越性

によって知覚に対する〈能成者〉性を事受する。そ

してこれら［の卓越性］は、知覚〈行為〉の原因で

はあってもその［〈行為〉］によってもたらされたも

のではない。

[VP3.7.53.3] gramarp. gacchafityad亘vapi yathayogarp. 

soc;Ihatvadayo gramad釘 vacy功 Isam而avi号ayikr偏 hi

gramadayo’vabhiisamana gamanadisahaJ:i sadhayanti 
gamanadikriyam I evam adhiyam亙narp. vedadi 

adhyayanasaham 71 / matararp. smarafity api mat亘

krtopakara kriirahrdayasyapi smrtipatham anupatan征

sadhayati smrtim I Ipsitatamatvanapek~ayarp. tu 

69Iyer: nfhiiriidiprakiisapratibandhakabhiiviibhiiviidi・
pradfpiidinimit必 vyaktih o見当？Gm. ni古iiriidiprakiisa・

pratiband.加kabhiiviibhiiviidipradfpiidinimittiiという複合
語では読解困難である。
70Padamafijan on KV ad Al.4.49: karakatvatp tu pra-
pyasyabhasopagamadibhiり， adityohy abhasam upagaccha-
ti, yato drsyate abhivyaktim upayati, yato vyaktam upa-
labhyate sahate ca dar話anam,yataり sakyat巴 dra~~utptad eva-
bhiisopagamaり，vyaktiり，soc.Ihatvamiti karmai:io vise号功prii-
pyamai:iasya kriyasiddhau vivak号itiiり／／
ハラダッタ（Haradatta）によれば、［10］の場合、太陽
が顕現を獲得しているとき、太陽は知覚されているもの
であり、太陽が顕示を獲得しているとき、太陽は明噺に
知覚されているものであり、さらに太陽が知覚に耐え得
るとき、太陽は知覚可能なものである。
71 Iyer: adhyamanasaham.誤植である。

sarp.bandhitvasamanyaviva】c~ayarp. s句均時~I matu年

smarafiti //53// 

gramafJl-gacchati （「彼は村に行く」）等において

も、適宜、適性等が「村」等の［語の］表示対象と

なる。実に、［到達］意欲の対象とされている村等

は、［知に］顕現して進行等［の〈行為〉］に耐え得

るもの（gamanadisaha）となるとき、進行等の〈行

為〉を実現する。

同様に、学習されるヴェーダ聖典等も学習に耐え

得るもの（adhyayanasaha）であるから［学習等の

〈行為〉を実現する］。

matarafJl-smarati （「彼は母親を思い出している」）

という事例においても、母親は、［想起者に］扶助

を与えた者として、薄情なこころの者にとってさ

え［想起に耐え得るものであるから］想起の道をた

どって想起［〈行為〉］を実現する720

一方、最も得ょうと望まれるものであるというこ

とが考慮されない場合には、［想起に対する］関係項

であることが一般的に意図され、 matufismarati （「彼

は母親の想起をなしている」）というようにA2.3.50

により残余を表示する第六格接辞が ［matrという名
詞語幹の後に］起こる730 

VP3.7.54 

[VP3.7 .54.0] evarp. tavad74 yathavibhagarp. karma 

lak号itamI idarp. tu vaktavyam-piirvam uktarp. gm.ia-

kriya1_1arp. kartiiraJ:i sarve sadhanavis句五iti I tat katharp.. 

karmatasarp.bhava iti 175 k訂makar町vicarapatanikarp..

karoti I 

まず以上のように区分に応じて〈目的〉が定義さ

れた。しかし次のことに答えられるべきである。す

なわち、すべての特殊な〈能成者〉は従属的〈行為〉

(gu1_1akriya）の〈行為主体〉であるとすでに言われ

た76。それなのにどうして〈目的〉であるというこ

とが可能なのか。 karmakartrの考察への導入を［バ

ルトリハリは］図る。

72「彼は母親を思い出している」という文は「彼はな
つかしく母親を思い出している」というニュアンスをも
つことになる。
73この場合は、感情抜きにただ単に母親が思い出され
ているというニュアンスとなる。

7~Iyer: tiiviid.誤植である。
75Iyerにダンダなし。
76VP3.7.18: ni~pattimiitre kartf(vatp sarvatraiviisti kiirake 
I vyaparabhedapek号iiyiitpkara1_1atviidisambhavaり／／（「まさ
にすべての〈行為参与者） (karaka）に、実現作用一般
(ni~pattimatra）に相関した〈行為主体性） (kartrtva）があ
る。［しかしながら実現作用の対象として］個別的な〈ハ
タラキ〉が期待されるとき、［〈行為参与者〉は］〈手段性〉
(kara1_1atva）などに［依拠してく手段〉などと呼ばれ］得
る」）小川［2000:552］を見よ。

円
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VP3.7.54: nirvrttyadi刊 tatpiirvam anubhiiya sva-

tantratam I 

kartrantara1_1arp vyapare karma sarppadyate tataり／／

「その［〈目的〉］はまず実現行為（nirvrtti）等の

［自己の〈行為〉に対する］自主性を享受して、そ

の後で、［自己以外の］別の［karakaである］〈行

為主体〉の〈目的〉となる」

[VP3. 7 .54.l] nirvrttivikriyabhasapattikriyasu yatha-

sankhyarp nirvartyavikaryaprapyalak~a1_1arp karma 

svatantryarp kartrtvam asritya tadapek~ayanye再m

nirvartyadikarmavi~ayatvad bahiinarp kartf1_1arp 

nirvartanadivyapare prai号alak号af,le karma jayate 

tenapyamanatvat I 

〈実現対象〉と特徴付けられる〈目的〉、〈変容対

象〉と特徴付けられる〈目的〉、〈到達対象〉と特徴

付けられる〈目的〉は、順次、実現（nirvftti）という

〈行為〉、変容（vikriya）という〈行為〉、〈顕現の獲

得＞ (abhasapatti）という〈行為〉に対して自主的な

るもの、すなわち〈行為主体〉である。［〈目的〉以

外の］他の多くの〈行為主体〉は、そのことを期待

することによって〈実現対象〉等の〈目的〉を［〈行

為〉の］対象とする。したがって、これらの〈目的〉

は［自己の〈行為〉に対する］自主性に依拠して、

〈行為主体〉の〈促進） (prai~a）と特徴づけられる実
現化作用等といった〈ハタラキ〉に対して〈目的〉

となる。なぜなら、［〈目的〉は〈行為主体〉によっ

て］そのような［〈ハタラキ〉を］通じて最も得ょ

うと望まれるものだからである。

[VP3.7.54.2] tatha hi nirvartate vikurute abhasam 

upaiti prakasate iti kartaraり svavyapare karma-
bhedat pradhanakartrvyapare vivak号itenirvartayati, 

vikarayati, abhasadivi号ayabhavamapadayafiti kartr-

prai~e svamisannidhav iva bhftya nyagbhavantaり
karmabhavam anubhavanti //54// 

すなわち、 nirvartate（「実現する」）、 vikurute（「変

容する」）、 abhtisamupaiti （「顕現を得る」）すなわ

ちprakti§ate（「光照するJ「顕現する」）と表現され

る自己の〈ハタラキ〉に対する〈行為主体〉は、〈目

的〉の違いに応じてnirvartayati（「実現せしめる」）、

vikarayati （「変容せしめる」）、 abhasiidivi~ayabhavαtn
apadayati （「顕現等という対象性を獲得せしめる」）

というように主要〈行為主体〉の〈ハタラキ〉が表

現しようと意図される場合、主人が近在している場

合の召使い達のように、［主要なる］〈行為主体〉の

〈促進〉に対して服従するものとなってく目的〉性

を事受する770 

77バルトリハリが「〈能成者〉一般論」において次のよ
うに述べていることに対応する。
VP3.7.20: gu1_1akriya頃m karta:raり kartra

参考文献・略号
A: Pa1_1ini’s A~fiidhyiiyf. 

Abhyankar, Kashinath Vasudev 

1962-72 The Vyii加r01:1a-mahiibhii~ya of Patanjali, 
edited by F. Kie/horn, third edition, revised and 
ルrnishedwith additional readings, r，φrences 
and select critical notes by K. ＼イ Abhyan品ar.
3 vols. Poona: Bhandarkar Oriental Research 
Institute. 1: 1962; 2: 1965; 3: 1972. 

赤松明彦

1998 『古典インドの言語哲学l ブラフマンとこと
ば』（東洋文庫637）平凡社

Kielhorn, Lorenz Franz 

1980-85 The り＇iikar01:za-mahiibhiishyaof Patanjali. 3 
vols. Bombay Sanskrit and Prakrit Series, 18-
22, 28-30. Bombay: Government Central Press. 
1: 1880, 2: 1883, 3: 1885; reprint: Osnabriiuck: 
Zell巴r,1970. 2nd edition: 1: 1892, 2: 1906, 3: 
1909. 3rd edition: see K. V. Abhyankar [1962・
72]. 

KV: Kiisikavrtti: Yamana and Jayaditya’s Kiisikiivrtti. See 
Misra日985].
MBh: Pata吋ali’sVy ii知r01:zamahiibhii~ya. See Abhyankar 
[1962-72]. 

Misra, Srrnaraya1_1.a 

1985 Kasi加vrttiof Jayiiditya・Viimana,along with Com-
mentaries Vivararapancikii?Nyiisa of Jinendrabud-
dhi and Padama勾arfof Haradatta Mifra. 6 vols. 
Ratnabharati Series 5-10. Varanasi: Ratna Publica-
tions. 

Ogawa, Hideyo （小川英世）

2000 「バルトリハリの〈能成者〉論」『インドの文化
と論理戸崎宏正博士古希記念論文集』（九州大
学出版会） 533-584 

2005“What is bhiiva?: a grammatical analysis of the term 
bhiiva.”r比較論理学研究』 3,107-115. 

Padama吋ari:Haradatta’s Padama再jarf.See Misra [1985]. 
Pradipa: Kaiyata’s Pradfpa. See Vedavrata. 

Prakafa: Helaraja’s Prakiisa. Se泡SubramaniaIyer. 
Raghunatha Sarma (Sharma) 

nyakkflasaktayaり Inyakta:yam api Saf!lpiir1_1aiり svair
vy盃paraiりsamanvitaりII（「〈従属的行為） (gu1_1akriya）の
〈行為主体〉は、［主要な］〈行為主体〉によってその［〈自
主性） (svatantrya）という〈行為主体〉の］〈能力〉が抑
圧されている。しかし、［その〈能力〉は］抑圧されてい
ても、十全に自己の〈ハタラキ〉を具えている」）
VP3.7.2 l: kara1_1atvadibhir jfiat功kriyabhedanupatibhiりf
svatantryam uttaraf!l labdhva pradhane yanti kart~tam II （「そ
の［〈従属的行為〉の〈行為主体〉］は、［どんな］個別的
な〈行為〉［を有しているか］に応じて、〈手段〉などと
して知られる。それは［具体的に使用されて］はじめて
［自己の〈ハタラキ〉に関して］〈自主性〉を得て、〈主要
行為〉に相関した〈行為主体〉［すなわち〈行為参与者〉］
となる」）小Ill[2000:553］を見よ。

qU 
4
 



『比較論理学研究』（比較論理学研究プロジェクト研究センタ一報告）第5号

1979 Vaかapadfyam,Part III, vol. 2 (Bhiiyodravya, 
Gtr(W, Dik, Sadhana, Kriya, Kala, Puru~a. 

Saβkhya, Upagraha and L的ga Samudde§a) 
with the Commentary Prakasa by Helaraja 
and Ambakartrf by Pt. Raghunatha Sarma. 

SarasvatI Bhavana Grantha-mal1i, 91. Varanasi: 
Sampumanand Sanskrit University. 

Rau, Wilhelm 

1977 Bhartrharis VGkyapad，砂町 DieMiilakarikas nach 
den Handschrψen herausgegeben und mit einem 
Pad，σーIndexversehen. Abhandlungen fiir die Kunde 
des Morgenlandes XLII, 4. Wiesbaden: Franz 
St巴inerVerlag. 

Subramania Iyer, K. A. 

1963 Va旬。padfyaof Bhartrhari with the Commentaηof 
Helaraja, Kai:iC;fa III, Part I. Deccan College Mono-

graph Series 21. Poona: Deccan College. 

1966 Vakyapadfya of Bhartrhari with the Commentaries 

も＇rttiand Paddhati ofVr~abhadeva. Deccan College 
恥fonographSeries 32. Poona: Deccan College. 

1983 The Va旬。＇padfyaof Bhartrhari (An Ancient Trea-
tise on the Philosophy of Sanskrit Grammar), Con-

taining the !zka of Pui:iyar，司jaand the Ancient Vrtti, 
Kai:iC;fa II, with a Foreword by Ashok Aklujkar. 
Delhi：恥fotilalBanarsidass. 

Uddyota: Nagefa’Uddyota. See Vedavrata. 
Vedavrata 

1962-63 Srfbhagavat-pata元yali-viracitalJl Vyiikarai:ia-
Mahii-bhii~yam ( Srf-kaiyafa-krta・pradfpena
niigojfbhaf.ta-krtena-bhii~ya-pradfpoddyotena 

caνibhii#tam). 5 vols. Gurukul Jhajjar 
(Rohatak): Hairy孟i:ia-Sahitya-Sarμsthanam.

VP: Bhartrhari’s Vaわ1apadfya.See Rau. 

（おがわ ひでよ、広島大学［インド哲学］）

-44-


